
家
族
み
ん
な
で

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

余暇を利用し、豊かな自然の中で、土とふれあい、家族み

んなでおいしい野菜、きれいな草花を楽し みながら育ててみ

ませんか。

市内にはいくつかの「民営型市民農園」が開設されていま

す。今回は新たに開設する4ヵ所の農園利用者を募集します。

圖みどりと花の課保全係S366-7378

市民農園利用者を募集
平

成
1
3年

度

か
ら
始
ま

っ
た

市
民

農
園

は
、
こ

れ
ま

で
六
実

・
松

飛
台

・
新
松

戸

・
金
ケ
作

・
根
木
内

の
五
地

域
（
七
ヵ
所

、

六
百

七

十
区

画
）

で
開

園
さ

れ

て

い
ま
す

。

ど

の
農
園
も
盛

況
で

、
日
曜

日

な

ど
は
親
子

連
れ
で

に

ぎ
わ

い
、
花

や
野
菜

な
ど

（
中
に

は

キ
ノ
コ

や
中
国

野
菜
に

挑
戦
す

る
人

も

い
ま
す

）
、
さ
ま

ざ
ま

な

作

物

が
栽

培

さ
れ
て

い
ま
す

。

農

園
は
ち

ょ
っ
と
し

た
社
交

場
。
道

具
の
貸
し

借
り

か
ら
話

が
は

ず
み
、

野
菜

の
作

り
方

を

教
え

あ
っ
た
り

、
取

れ
た
て

の

野
菜

を
交
換
し

あ

っ
た
り
し

て

い
ま

す
。

そ

ん
な
市
民

農
園

で
あ
な

た

も
作
物
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

収穫が楽しみです

募集市民農園

利

用
期
間
・：
４

月
１

日

か
ら
二
年
間

（
継
続
可
）

対
象
…
市
内
在
住

・
在

勤
の

世
帯

申
し

込
み
・：
２

月
巧
日

出

〔
必
着
〕
ま
で
に

、
往

復
ハ

ガ
牛
に

（
一
世
帯

一
通
）
郵
便
番
号

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号
・
希
望

区
画
数

（
一
世
帯
二

区
画
ま
で
）
　・
返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し
て

（
返

信
ハ

ガ
牛
の
裏
面
に
は

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ

い
）
、
各
農
園
へ

※

応

募

者

多

数

の

場

合

、
抽

選
と

な

り

ま

す

。

※

農

園

の

申

し

込

み

は

、

一

世

帯

一
農

園

に

限

り

ま

す

。

※
結

果

お

よ

び

入

園

手

続

き

の

詳

細
は

、

返

信
ハ

ガ

半

で

お

知

ら
せ

し

ま

す

。

名　 称 ・ 所　 在 区画数
使 用 料 〔年 間/

1区 画 （15「冐）〕
申　込　先

なかむら市民農園

旭町2-512-4
92 9,000円

〒2ﾜ1-0043

松 戸 市 旭 町3-856-1

中 村 敏 一

さくら市民農園

旭町2-223
100 9,000円

〒2ﾜ 〇－00 巧

松 戸 市 小 金 上 総 町20-5

鈴 木 ミ サ 子

おおかわ市民農園

八ヶ綺5-27-3
105 12,000円

〒2ﾜ1 －00 引

松 戸 市 馬 橋1891

大 川 英 俊

ときわ市民農園

常盤平7-11-2
100 12,000円

〒2ﾜ0-2263

松 戸 市 常 盤 平 柳 町26 一１

高 橋正 雄

募集市民農園案内図

※市民農園には自転車置場、水道等の施設はありますが、駐車場や

収納施設はありません。

市
民
農
園
を
開
園
し
た
い
方
へ

市

で
は
、
市
民
農
園

の
数
を
、

も
っ
と
増

や
し

た

い
と
考
え
て

い
ま
す

。

開
園
を
希
望
す

る
農
地
等

の
所

有
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

鬪
み
ど
り
と
花
の
課

登
3
6
6
・
7
3
7
8

任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
４
月

1
3日
の
日
曜
日
が
投
票
日
の
予
定
で
す

告

示

日
・：
４

月

４

日

蚩

投

票

日
・・
・
４

月

１ ３

日

前

投
票
は
市
内
百
三
ヵ
所
の
投
票
所
で
実
施
さ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
る
予
定
で
す
。

固
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
昔
3
6
6
・
7
3
8
6

高
齢

者
職
業
相

談
室
は
、
お
お
む

ね
五

十
五
歳

か
ら
六

十
四

歳
ま
で

の
大
で

、
こ

れ
か
ら
松
戸
市
近

辺
で
仕
事

を
探

し
た
い
人
の

た
め
の
「

八

ロ

ー
ワ

ー
ク
松
戸

」
の
出
先
相
談
窓

口
で
す
。

固
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
松
戸

容
3
4
8
・
6
1
0
0

こ

の
相

談

室

は

、
特

に
高

年

齢

者

の
た

め

に

専

門

的

に

求

人

情

報

を

提

供

し

て

、

仕
事

の

相

談

・
紹

介

を
行

っ

て

い
ま

す

。

専

門

の

相

談
貝

が

親

身

に

相

談

に

の

っ

て

い
ま

す

の

で

、

就

職

を

希

望

す

る
多

く

の

市

民

の

ご

利

用

を

お

待

ち

し

て

い
ま

す

。

所

在
：
松

戸
市

根
本

八

の

一
一
（
勤

労

会

館

一
階

）

電

話
…

昔
3
6
8・
5
6
5
6

相

談
日
・
：
月

～

金

曜

日

（
毎

月

第

三

木

曜

日

お

よ

び
祝

日

・
年

末
年

始

を

除

ぐ

）

相

談

時

間
・：
午

前
９

時
～
正

午
（
受

け

付

け

は
午

前
1
1
時

ま

で

）
、
午

後

１

時

～

５

時

（
受

け
付

け

は

午

後

４

時

ま

で

）

平成14 年12 月20日から平成15 年

1月15日までに募集した有料駐輪場

のうち定数を超えた施設について、

抽選を行います。

日時…2月７日廊午後1時～3E時

会場…市役所本館3階第1会議室

抽選方法…コンピュータによる無作

為抽選

抽選結果…利用決定者には、3月初

旬に「結果通知書」と「定期使用カ

ード」を送付します。

※抽選にもれた人には､2 月中旬に待

機順位を記載した「結果通知ハガ

キ」を送付します。

胃安全課≪366 ―7439

広
報

ま

つ

ど

税

特
集

号

（
２

月
1
0日

発
行

）

は

、
1
0日

側

が

新
聞

休

刊

日

の

た

め
９

日

剛
に

折

り
込

み

ま

す

。

圖
税

制

課
S
3
6
6・
7
3
2
1

人口と世帯

人口　471,235 人 ［+  121 ］

男　237,100 人 ［＋　32 ］

女234,135 人 ［＋89 ］

世帯　189,602 世帯［＋　44 ］

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし

て集計し た常住人口です。

下水道使用料を改定（値上げ）

３月定例市議会開催予定　　 ②

こどもショートステイ・夜間養護

市・県民税の申告　　　　　 ③

国民年金特集　　　　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

応

募

要

領

おおかわ市民農園

なかむら市民農園

さくら市民農園

ときわ市民農園

主な内容

松
戸
市
高
齢
者
職
業
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平成15年度

(定期使用申請)

市営有料駐輪場の

公開抽選



下
水
道
使
用
料
を
改
定
（
値
上
げ
）

下
水

道

事
業
の

健
全

化
を

図
り

、
適
正

な

維
持

管
理

を

し

て
い

く
た

め

、
平
成
１５

年

度
か

ら
１７

年

度

ま
で

の
三

力

年

を

算

定

期

間

と

し

、
対

象

経

費

の

約

五

七

％

（

維

持

管

理

費

の

全

額

と

資

本

費

の

三

〇

％

）

を

賄

う

こ

と

を

目

標

に

、

使

用

料

の

改

定

を

さ

せ

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

固

下

水

道

普

及

課

業

務

係

下

水

道

使

用

料

担

当
a
3
6
6・
7
3
9
4

下

水
道

使

用

料

は

、

皆

さ

ん

の

ご
家

庭

や

事
業

所

な

ど

か

ら

出

る

汚

水

を

き

れ

い
に

す

る

た

め

の
施

設

の

維

持

管

理

費

や

、

ド
水

道

管

等

建

設

の

た

め

に

借

り

入

れ
た

資

金

の

返

済

費

（
資

本

費

）

を

賄

う

た

め

、

ご

利

用

い
た

だ

い
て

い

る

皆

さ

ん

に

負

担

し

て

い
た

だ

い
て

い
る

も

の

で

す

。

こ

れ

ら

の

経

費

の
全

額

を

負

担

し

て

い
た

だ

く

と

、

使

用

料

が
高

額

と

な

っ
て

し

豸

つ
た

め

、

現

在

は

維

持

管

理

費

の
全

額

と

資

本

費

の

。
部
（
平

成
1
3
年

度

決

算

で

は

、

資

本

費

の
約

二

三

％

）

の
負

担

を

お

願

い
し

、

不

足

分

は

、

一
般

会

計

か

ら

の
繰

入

金

（
市

税

等

）

で

補

っ
て

い
ま

す

。

現

行

料

金

の
ま

ま

今
後

三
ヵ

年

問

を
推

計
す

る
と

、

下

図

の

と

お

り

、

資

本

費

の
約

一

六
％

し

か

賄

え

な

く

な

る
こ

と

に

(消費税別途)下水道使用料新旧比較表

汚水区分 使用水量（１ヵ月につき） 現行 改定後

一 般

基本料金 10m3 まで 800 円 900 円

超 過 使 用 料

ｌ ｍ３に つ き

10m3 を超え20m3 まで 95円 n2 円

20m3 を超え30m3 まで 115 円 135円

30m3 を超え50m3 まで 130 円 巧9円

50m3 を超え80m3 まで 190 円 233 円

80m3 を超え200m3 まで 230 円 282 円

200m3 を超える分 300 円 368 円

公衆浴場 頴3につき 22円 22円

な

り

ま

す

。

一

般

会

計

に

お

い
て

も

、

市

税

収

入

が
伸

び
悩

む
中

、

下

水
道

事

業

へ

の
補

て

ん
分

か

、

一

般

会

計

の
財

政

を

さ
ら

に
圧

迫

す

る

こ

と

が
懸

念

さ

れ
ま

す

。

今

後

私

事

業

運

営

の
効

率
化

に

よ

り

経

費

の
節

減

に

努

め

、
ま

た

、

下

水
道

整

備

済

み

の
区

域

で
下

水

道

へ

接

続

し

て

い
な

い
世

帯

へ

の

普

及

活

動

に

つ

い
て

も

強
力

に

推

進

し

ま

す

の
で

、
皆

さ

ん

の

一

層

の
ご

理

解

と

ご
協

力

を

お
願

い
し

ま

す

。

な

お

、

詳

細

に

つ

い
て

は

、

下

水

道

を

ご
利

用

の
皆

さ

ん

に

別

途

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

平均17.81％
一般家庭（月20?使用）では、

270円／月(15.43％)の負担増

３月定例市議会開催予定
平成 巧年松戸市議会3 月定例会

は 、3 月３日(月)～2ﾜ 日困まで開催

さ れる予定です。請願 一陳情は 、

2月21 日廊午後ら時までに提出し

てください。

なお 、提出に際しては、趣旨を

簡潔に記載してください。

※傍聴される際は 、日程をあらか

じ め確認してください。また 、

３月13 日 り ワ日に開催される

常任委員会の開催時 間につい

ては 、３月３日以降にお問い合

わせください。

固市議会事務局議事課S366-

ﾜ382

期日 会議予定 主な内容

3(月)招集日・本会議
施 政 方 針 ・ 議 案

説 明

4 ㈹ 常任委員会 補正 予算 議案 審査

7廊

本会議

補正 予算 議案 議決

10(月)

一般質問11 ㈹

12㈲

13㈲
常任委員会 議案等の審査

17(月)

18㈹

予算審査特別委

員会

平 成15 年 度 吝 会

計 予 算 議 案 審 査

20困

24㈲

25㈲

27 ㈲ 本会議 議案等の議決

東京電力から

最

近

、

折

戸
市

内
で

「
水

道

局

か
ら

の
依

頼

だ

」

な

ど

と

偽

っ
て

お
客

様

の

お
宅

に

伺

い
、

高

額

な

浄

水

器

の
販

売

・
貸

し

出

し

、

ま

た

は

、「
漏

水

し

て

い
る

」
と

言

っ

て

修

理

を
し

た

よ
う

に

見
せ

か
け

、

金

銭

を
要

求

す

る

と

い
う

悪

質

な

行

為

が
発

生

し

て

い
ま

す

。

水

道

局

で

は

、

有

料

で

の
水

質

検

査

を
行

っ

た

り

、

物

品

の
販

売

に

お

伺

い
す

る

こ

と

は

Ｉ
切

行

っ

て

い

ま
せ

ん

。

ま

た

、

漏

水

の
修

理

に

つ

い
て

も

、

連

絡

も

せ

ず

に

一
方

的

に

お

伺

い
す

る

こ

と

は

あ

り
ま

せ

ん

。

少

し

で

も
不

審
に

感

じ

た

と

き

は

、

安
易

に

応

ず

る

こ

と

な
く

、

身

分

証
明

の

提
示

を

求

め

水

道

局

に
確

認

し

て

く

だ

さ

い
。

固

千

葉

県

水

道

局

松

戸

営

業
所

登

冬 の 電 気 の 利 用 は､ 午 後4 時 ～｢ｱ㈲ の 間 にピ ー ク を 迎え ま す 。こ の 時 間 帯

は 特 に 、電 気 の ス イ ッ チ をこ まめ に 切 った り 、エ ア コ ン やこ た つ 、電 気カ

ー ペ ッ ト な ど の 切り 忘 れ にご 注意 ＜ だ さ い 。 エ ア コン の 温 度 設 定 は 、い つ

も よ リ 控え め に お 願 いし ま す。 ま た 、カ ー テ ン を き ち ん と 閉 め て 外 気を 遮

断し た り 、電 気こ たつ の 場合 、掛 け布 団 だ け で な く 敷 布 団 の 併 用 や 、毛 布

な ど の 上 掛 け をプ ラ ス する と 、消 費 電 力 を 節 約 で き ま す 。 使 っ てい な い テ

レ ビ や ビ デ オは 、主 電 源 スイ ッ チ を 切 り 、 パソ コ ン の 切 り 忘 れ にも ご 注 意

く だ さ い 。冷 蔵 庫 の 温 度設 定 は､ 冬 の 季 節 に 合 わ せ て 弱 め にお 願 いし ます 。

可 能 な 範 囲 で のご 協力 を お 願 い し ま す。

・ 東 京 電 力 ホ ー ム ペ ー ジ( ＵＲＬ=http://ｗｗｗ.tepco.ｃｏ･jp)も ご 覧 く だ さ い 。

國 東 京電 力 ㈱千 葉 カ スタ マ ー セン タ ー 第二 登0120-99-5556

市

有

物

件

の

売

払

い

市

で

は

、

一

般

競

争

入

札

で

次

の

市

有

物

件

を

売

却

し

ま

す

。

①

土

地

所

在

地
松

戸

市

五

香

白

二
丁

目

六
番

七
　

劼

幇

七
地
　

地

積

六

八

三

・

八

八

平

方

び

用

途

地

域

第

二

種

住

居

地

域

（
一

部

第

一
種

中

高

層

住

居

専

用

地

域

を

含

む

）

建
へ

い

率

六

〇

％
　

容

積

率
二

〇

○
％

②

家

屋

（
旧

消

防

署

）

所

在

地

上

地
と

同

じ
　

構

造

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー
ト

造

二

階

建

床

面

積

六

九
四

・
五

二
平

方

片

入

札

参

加
申

込

貴

配

布
お

よ

び

受

付
期

間
２

月

５
日

水
～
2
1
日

宙

（
閉

庁

日

を

除

ぐ

）
の
午

前

９

時

～

正

午

と

午

後

１

時

～

５
時
　

受

付

場

所

市

役
所

管

財

課

（
新

館

六

階

）

入

札
日

時
２

月
2
5
日

天

午
前
1
0
時

ぶ
申

込

書

提
出

時

に

審

査

を
実

施

し

、

受

け
付

け

を

お

断

り

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す

。

固
管

財
課

管

財

係

公
3
6
6・
７

３

１

松戸歯科医師会のホームページが
開設されました

歯科医師会ホームページトップページ

③年末年始等の昼間応急歯科診療

④休日土曜日夜間歯科診療所

⑤歯科医師会会員診療所のご案内

⑥歯科医師会で行っている事業の

ご案内

⑦歯のマメ知識「歯の話」

固脯松戸歯科医師会登368-3553

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
一
〇
四
　
歯
科
矯
正
治
療
っ
て
美
容
な
の
？

歯
並

び
や
噛

み
合

わ
せ

が
悪

く
て

も
、
食
事
し
て

い
て
不

目

由
は

な
い
し
、
美

容
目
的

だ
け

な
ら

い
い
や
。
と
お
考
え

の
方

も
多

い
と
思

い
ま
す

。
矯

止
治

療
で

は
、

審
美
的
な
改
善
、
美

し

さ
を

追
求

す
る
こ

と
も
一
つ

の
目
標
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、

結
果
的

に
美
容
的
な
変
化

、
歯

並

び
、
目
元

や
笑
顔
が
き
れ

い

に
な

る
こ

と
も
事
実
で
す
。
し

か
し

、
こ

の
よ
う

な
美
し

さ
は
、

健
康

的
に
裏
付
け
さ
れ
て

い
な

い
と
長

続
き
し

ま
せ
ん
。
お
肌

や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
髪
の
毛

や
爪

に
対
し

て
も
一
時
的
な
ケ

ア
だ

け
で
は
そ
の
美
し

さ
を
維

持
す

る
こ
と

が
難
し
い
よ
う

に
、

健
康
な
体
あ
っ
て
の
美
し
さ
で

す

。矯
正

治
療
で
得
る
美
も
歯
や

口

腔
内

の
健
康
が
保
た
れ
て
こ

そ
維
持
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
歯
を
大
切
に
し
、
虫
歯

や
乘

肉
の
病
気
か
ら
守
る
こ
と

を
身
に
っ
け
る
必
要

が
あ
り
ま

す

。
そ
の
意
味
で
は
お
口

の
健

康
を

守
る
出
発
点
と
し

て
矯
正

治
療

を
考
え

る
と

い
い
と
思

い

ま
す

。
矯
正

治
療
は
長
期
間
と

敬
遠
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り

ま
す

が
、
逆
に
、
こ
の
期
間
は
、

囗

の
中
の
清
掃
を
習
慣
化
す

る
の

に
打
っ
て
付
け

の
長
さ
な

の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
矯
正
治
療
を

行
う

矯
正

医
側
も
見

か
け

の
美

だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
ぐ
、

矯
正

装
置
を
付
け

る
こ
と

で
起

き
る
汚
れ
が
付
き
や
す
く

な
る

こ
と
、
歯
を
動
か
す

刀
が
及

ぼ

す
歯
の
周
り

の
組
織
へ
の
影
響
、

顎
の
機

能
な
ど
に
も
配
慮
し
て
、

治
療
巾
健
康
的
な
口
腔
内

の
状

態
を
保
つ
必
要

が
あ
り
ま
す

。

先
ほ
ど
例
に
挙
げ
た
、
お
肌
、

プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ

ン
、
髪

の
毛
、

爪
な
ど
は
、
や
昨（
直
し

が
で
き

る
の
で
す

が
、
矯

止
治
療

は
や

旦

旦
す
こ
と
は
難
し

い
も

の
で

す
し
、
永
久
歯
は
生
え
変

わ
っ

て
く

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
腔
内
の
健
康

が
、

全
身
の
健
康
、
老
後

の
生
活
ま

で
も
左
右
し
て
し
書

つ
要
素
で

あ
る
と
す
れ

ば
、
歯
列
、
噛
み

合
わ
せ
は
、
口
腔
内

の
健
康
を

保
ち
や
す
く
す

る
た

め
の
重
要

な
環
境
で
あ
り
、
こ

れ
を

治
療

す
る
矯
正

歯
科
は
最

も
基
本
的

な
予
防
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

松

戸

歯
科

医

師
会

オゾン腦保護と地球温暖化防止の

ため、平成14 年10 月１囗から「フロ

ン回収破壊法」力゙施行され、カーエ

アコンが搭載された車を廃棄処分す

る際には 、フロン回収等の費用を負

担いただくこととなりました。

負担方法は、廃棄処分灣に車と一

緒に「自動車フロン券」を引取業者

に渡す方法になります。

「自動車フロン券」は 、1台分当

たり2,580 円で 、全国の郵便局、コ

ンビニエンスストア（セブンイレブ

ン ・ローソン・ファミリーマート・

サークルK ・サンクス）で販売して

います。

圜自動車フロンコールセンター容03

一5532-1 ∠L引

4/1か

ら

3
6
8‘
6
1
4
1

丶

市

求
道

部

総

務

課

登
3
4
1・
０

４

ｑ
Ｘ
Ｏ

冬季節電のお願い

URL=http://matsudo.  cda.or.jp
松戸歯科医師会ではホームページを開設し ました。

今までは 、歯科医師会から市民の皆さんへ情報を発信する手段はごく

限られたものでした。ホームページ開設によって下記のような情報をリ

アルタイムでご覧いただくことができるようになりました。

①無料健診を含む各種の健診のご案内

②訪問歯科診療のご案内

｢自動車フロン劵｣

ご存じですか？

悪
質
な
訪
問
販
売
・
詐
欺

行
為
に
ご
注
意
を



こ
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
夜
間
・

休
日
養
護
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
子
さ
ん
を
家
庭
で
一
時
的
に
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
、

児
童
養
護
施
設
「
晴
香
園
」
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
ン
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

要
件
保
護
者
等
が
疾
病
、
出
産
、
看
護
、

事
故
、
出
張
、
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
場

合
等
な
ど
　
期
間
原
則
と
し
て
七
日
間

②
夜
間
養
護
（
午
後
６
時
～
1
0時
）

要
件
保
護
者
等
の
恒
常
的
な
残
業
の
場

合
　
期
間
お
お
む
ね
六
ヵ
月

③
休
日
養
護
（
午
前
７
時
～
午
後
６
時
の

間
で
お
お
む
ね
八
時
間
以
内
）

要
件
保
護
者
等
が
休
日
に
仕
事
等
に
よ

り
不
在
の
場
合

対
象
者
①
②
③
と
も
原
則
満
一
歳
以
上

の
児
童
　
内
容
食
事
や
そ
の
他
身
の
回
り

の
援
助
　

利
用
料
下
表
の
と
お
り

固
児
童
福
祉
課
昔
3
6
6
・
７
３
４
７
、
児
童

養
護
施
設
「
晴
香
園
」（
松
戸
市
根
木
内
一

四
五
）
　容
3
4
5
・
2
7
2
2

利用料

区　　分

短 期 入 所

(シ ョ ー ト ス テ イ)
夜間養護等

2 歳 未 満 児 2 歳 以 上 児 夜 間 養 護 休 日 養 護

市 民 税 非 課 税 世 帯 1,100円 帽00 円 350 円 350 円

その他世帯 5,500円 2,850円 800 円 1,400円

※ショ ートステイ1 日当た り 、夜 間養護 等1回 当たり

育児の援助を行いたい天と育児の援助を受けたい人からなる相互援助活動による

会員組織、「まつどファミリー・サポート・センター」が､活動を開始してから多く

の天に利用されています。

地域のより身近な天同士で 、生後∠L力月から10 娥未満のお子さんを預けたり 、預

かったりができるよう 、提供会員を募集し ます。

提供会員は育児援助活動に理解と熱意があリ健康な市内在住の天で、特に資格は

必要ありません。入会に際し 、入会説明会および活動に必要な知識や技術を身に付

けるため、基礎研修会（右下）ご参加していただきます。

確定申告書は 、ご自分で正し ＜作成し 、早期に提出し ていただ＜

ようお願いします。税務署では 、申告書等の書類をご自分の責任で

正しく作成していただく｢ 白書申告｣ を推進し ています。窓口での

申告書等の提出は、平日の午前8 時30 分から午後5 時となります。

閉庁日(土 ・日曜日 、祝日) は、税務署では相談および申告書の受

付は行っておりませんが 、申告書は郵送または税務署の畤間外収受

箱に投函することにより提出することができます。

※税務署や申告書作成会場にお越しの際は、使い慣れた計算器具や

筆記具 、印章をご持参ください。

所 得税 の 申 告と 納税 は２月１７日 ㈲～３月１７日(月)

申告が必要な人…①事業所得や不動産所得などがあり、所得金額の

合計額が所得控除の合計額を超える人②給与所得がある人で、(1)年

収が2,000 万円を超える人(2)給与所得や退職所得以外の所得が合計

20 万円を超える人㈲給与を２ヵ所以上から受けている人③土地や建

物などの不動産を売った人､ 株式を売って申告分離課税を選択した人

※所得税の確定申告書を提出した人は 、住民税・事業税の申告は不

要です。

※所得税の確定申告書の税額が無い人は住民税の申告のみで、税務

署への提出は必要ありません。

贈 与税 の 申 告と 納税 は３月１７日(月)ま で

申告が必要な人…個人から年B110 万円を超える財産をもらった人

消費税( 個人事業者) の申 告と納税は３月31 日(月)まで

申告が必要な人( 個人事業者) …①平成12 年分の課税売上高が3,000

万円を超える人②消費税の課税事業者選択届出書を提出し ている人

心=給与所得者等の還付申告

給与所得者等の還付申告は2月17 日以前でも申告することができます。

４申告書はパソコンでも作成できます！

国税庁のホームページ(http://ｗｗｗ.ｎtａ.9０.jpjG｢ 確定申告等情報｣

から｢所得税の確定申告書作成コーナー｣で作成することができます。

湎定率減税の適用をお忘 れなく！

減税額は平成14 年分の所得税額×20 ％( 最高25 万円) となります。

※松戸税務署の駐車場は 、∠1月下旬まで使用できません。お車での

ご来場はご 遠慮＜ださい。

圜松戸税務署**363-11ﾜ1( 〒271  -8533　 松戸市小根本53 の3)

職
種
家
庭
相
談
員
　

募

集
人
員

若
干

名
　

資

格
要

坪
山
学

校
教
育

法
に
基

づ
く
大
学
に

お
い
て
児

童

福
祉
、
社
会
福
祉

、
児
童

学
、
心

理
学
ま
た
は
こ

れ
ら
に

該
当

す
る

課
程
を
修

め
て
卒
業
し

て

い
る
②

医
師
資
格

を
も
っ
て
い
る
⑤

社
会

福
祉
主
事
と
し
て
二
年
以

上
児

童

福
祉
事
業
従
事
経

験
者
弟
相

談
員

と
し
て
必
要

な
学

識
経
験
を
有
す

る
（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
）

仕

事
内
容
①
児

童

（
Ｏ

歳
～
十
八

歳
）
に
係

わ
る
家

庭
内

の
あ
ら

ゆ

る
問
題

（
養

育
・
人

間
関
係
）
に

つ
い
て
相

談
・
指
導

呉
児
童
虐
待

防

止

法

に
よ

る

相

談
等
　

対
象

児

童

福

祉

に
熱

意

が

あ

り

、
三

十

五

歳

か

ら

五

十

五

歳

の

人
　

勤

務

期

間

４

月

１

日

か

ら

．
年

間

（
更

新

で

き

る
場

合
も

あ
り

ま

す

）
　

勤

務

場
所

家
庭

児

童

相

談

室

（
児

童

福

祉

課

内

、
市

役
所

新

館

三

階

）

勤

苜

は
週

三

日

午

前

９

時

～

午

後

５
時
　

報

酬
月

額

九

万

五

千

円

応

募

方
法

２
月
2
0
日

水
ま

で

に

、

①

履

歴

書

嵒

貧
格

証

の
写

し

③

応

募

動

機

に

つ

い
て
（
二

千

字

程

度

）

を

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

役

所

児

童

福

祉

課

家

庭

支

援

係

へ

持

参

ま

た

は
郵

送

（
面

接

日

に

つ

い
て

は

、

後
日

通

知

し

ま

す

）

圖

児

童

福

祉

課

家

庭

支
援

係

昔
3
6
6

・
7
3
4
7

対

乖

：
市

内

在

住

（
原

則

）

の
女

性

開

設

・
診
療

靆

呵
…

２

月
1
2
口

水

か
ら

、
毎

月

第
一
丁

四

水

曜

日

午

後

２

時

～

４

時

予

約
旻

付
…

毎

週

火

・
木

曜

日

午

後

２

時

～

４
時

の
間

に

、

電
話

で

昔
3
6
3・
2
1
7
1

内

線
1
2
0
8

へ

圖
市

立

病

院
医

事

課

登
3
6
3・
2
1
7
1

内

線
1
1
1
9

市
県
民
税

の
申
告
は

２

月
１７

日
～
３

月
１７

日
の
間
に

受

晢

靆

吁
：

２
月
1
7
日

丱

～

３

月
　

提

出

す

る
大

1
7囗

丱

、
午

前

８

時
3
0
分

～

午

後
　

※
給

与

所

得
以

外

の
所

得

が
ニ

ト

５

時

子

・
日

曜

日

を

除

く

）
　
　
　
　

万

円

以

下

の
大

は

、
確

定

申

告

受

付

場
所
：

市

役

所

本

館

二

階

大
　
　

の

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、
市

会

議

室

・
各

支
所

（
３

月

３

日

側
　
　

県

民

税

の
申

告

は
必

要

で

す

。

か
ら

常

盤

平

・
新

价

尸
・
小

金

原
　

準
備

す

る

も
の
：

个

収

支

の

わ
か

支

所

は
市

民

セ

ン

タ

ー

に

な

り

ま
　

る
帳

簿

等
忿
源

泉

徴

収

票

・
給

与

古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明

細

書

・
支

払

調

書

等

③

平

成
1
4

申

告
を

す

る

人
…

平

成
1
5
年

１

月
　

年

中

に

支

払

っ
た

健

康

保

険

料

・

１

日

現

在

、
市

内
に

住

ん
で

い
て

、

国

民

年

金

保

険

料

・
介

護

保

険

料

平

成

Ｈ
年

中

に
所

得

が
あ

っ
た

大
　

・

生

命

保

険

料

・
損

害

保
険

料

・

や
退

職

し

た

大

な

ど
　
　
　
　
　
　

医

療

費

な

ど

の
領

収

書

ま

た

は

証

※
所

得

が

な

く

、

ど

な

た

の
扶

養
　

明

書

①
印

鑑

⑤

配

偶

者

の
収

入

が

に

も

な

っ
て

い

な

い

大

も

、

申
　

わ

か

る

も

の

告

を

お

願

い
し

ま

す

。
申

告

を
　

※

郵

送

に

よ

る
山
亟
口
を

受

け
付

け

し

な

い
と

、
各
種

手

続

き

に

必
　
　

ま

す

が

、

由
に告

書

に

必

ず

電
話

要

な

証

明

書

等

の
交

付

が
受

け
　
　

番

号

を
記

入

し

て

く

だ

さ

い
。

ら

れ

ま

せ

ん

。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
控
え

が

必
要

な

大

は
、
返

信

用

申

告

を

し

な

く

て

も

よ

い

人

…

給
　
　

封

筒

に
切

手

を
張

っ
て

同

封

し

与

所

得

の

み

で

、

勤

務

先

か
ら

給
　
　

て

く

だ

さ

い
。
）

与

支

払

報

告

書

が
市

役

所

に

提

出
　

※
期

間

中

は
駐

車

場

が

大

変

混

雑

さ

れ

、

住

民

税

が
天

引

き

さ

れ

る
　
　

し

ま

す

。

車

で

の
来

庁

は

ご
遠

人

（
勤

務

先

で

確

認

し

て

く

だ

さ
　
　

慮

ぐ

だ

さ

い
。

い
）
　・
所

得

税

の
確

定

由
白

書

を
　

固
市

民

税

課

登
3
6
6・
7
3
2
2

償

却

資

産

の

申

告

は

、

お

済

み

で

し

ょ

う

か

償

却

資
産

の
法

定
申

告

期
限

〒

月
3
1
日

）

が
過

ぎ
ま

し

た

。
ま

だ

申

告

し

て

い
な

い
人

（
個

人

・
法

人

）

は

至

急

、

由
亟
口
し

て

く

だ

さ

い
。

正

当

な

事

出
が
な

く

申

告

し

な

か

っ
た

り

、

虚

偽

の
申

告

を
し

た

場

合

は

、

過

料

等

を

科

さ

れ

る

こ

と

が

あ
り

ま

す

の
で

ご
注

意

く

だ

さ

い

。

固

固

定

資

産

税

課

償

却

資

産

係

昔

3
6
6
・
7
3
2
3

高

等

学

校

入

学

資

金

を

お

貸

し

し

ま

す

対

象

価

経

済

的

な

理

由

に

よ

り

高

校

（
高
等

専

門

学

校

を

含

む

）

入

学

が
困

難

な

世

爾
⑦
保

護

者

が

松

戸

市

の

住

民

基

本

台

帳

に

一

年

以

上

登

録

さ

れ

て

い
て

、

引

き

続

き
市

内

に

居

住

し

て

い
る

㈲
市

内

に

居

住

す

る

確

実

な

連

帯

保

証

人

が

得

ら

れ

る

こ

と

（
理

由

に

よ

っ

て

は
市

外

居

住

者

も

可

）

等

貸

付

額
公

立

八
万

円

、

私

立
三

十
万

円

、

併

願

卜

四
万

円
　

募

集
期

限

３

月

７

日

噺

※

合

格

決

旭

圜
で

も

申

請

で

き

ま

す

。

固
児

童

福

祉
課

昔
3
6
6・
7
3
4
7

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児

童

手

当

２

月

期

分

（
1
0月

分

～

１

月

分

）

を

指

定
預

金

口

座

に

振

り

込

み

ま

す

。
２

月
1
0
日

丱
以

降

に

受

け

取

っ

て
く

だ

さ

い

。

対

象

①
1
4
缶

肬
現

況

届

を

期

間

内

に
提

出

し

、
引

き

続

き
受

給

資

格

が

あ

る

と
認

め
ら

れ

た

人

②

半

成
1
4
年

６

月

以

降

、

新

規

に

認

定

さ

れ

た
人

※
現

況

届

未

提

出

の

人

は

、
至

急

児

童

福

祉

課

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い
。

児

童

手

当

の

用

件

に

該

当

す

る

人

は

申

請

し

て

く

だ

さ

い

要

怦

①
小

学

校

就

学
前

の
児

童

を
養

育

し

て

い
る

か
保

護

者

の

前

年

の
所

得

が

制

限

額

未

満

等

支

給

額
月

額
第

．
子

・
第

二
子

五

千

円

、

第

三
子

以

降

一

万

円

（
申

請

し

た

翌

月

分

か

ら

支

給

対

象

）

受

付

窓
口

児

童

福

祉

課

・
市

民

課

・
各

支

所

圜
児

童

福

祉

課

給

付

係

登
3
6
6・
７

平

成

１５

年

度

学

校

給

食

用

食

材

業

者

説

明

会

の

開

催

市

の
小

・
中

学

校
（
六

十

八

校

）

の
学

校

給

食

に
安

全

で

良

質

な

食

材

を

安

定

的

に
納

入

で

き

る

食

材

業

者

を

募

集

し

ま

す

。

募

集
期

間

２
月
1
3
日

困

～
2
7
日

附
　

契

約
期

間

４

月

１

日

～

平

成

1
6年

３

月
3
1
日

の
う

ち

、

学

校

が

契

約

す

る
期

間

※
納

入

実

績

が

あ

る

業

者

は

募

集

期

間
内

に

直

接

希

望

す

る
学

校

に

問

い
合

わ

せ

て

く

だ

さ

い

。

初

め

て

参

加

を

希

望

す

る

業

者

を

対

象

に

説

明

会

を

開

催

２
月
1
4
囗

㈲

午

後

２

時

か

ら

会
場
教

合

委
員

会

六

階
会

議

室
（
京

葉

ガ

ス

Ｆ
松

戸

ビ

ル

）

昌

保

健

体

育

課

昔
3
6
6・
7
4
5
9

会議を開催（公開）します

会議名 日時 会場 定員等 担当課

松 戸 市 町 名

町 界 諮 問 委

員 会

2/7 日 窗 午 前

10 時30 分 ～

11 時30 分

市 役 所 新 館5

階 市 民 サロ ン
傍 聴 定 員 先 着10 人

地 域 振 興 課 町

名 整 備 係

Q366 一 刀18

松 戸 市 教 育

改 革 市 民 懇

話 会

2/21R 午 後ら

時 か ら

市 役 所 新 館ﾜ

階 大 会 議 室

傍 聴定員15 人 程度( 当

日午 後5 時30 分～6 時

の問に市 役所 新館8 階

会議室で受 け付け)

教 育 委 員 会 企

画 管 理 室

容366-ﾜ455

介 護 保 険 運

営 協 議 会

2/25 丙 午 後2

時30 分 か ら

市 役 所 新 館ﾜ

階 大 会 議 室
傍 聴 定 員 先 着10 人

介 護 支 援 課

a366 ―ﾜ3ﾜ0

あなたの子育てを応援します

まつどファミリー・サポート・センター《提供会員募集》

あなたも《子育てサポーター》

入会説明会は提供会員・利用会員共に、毎

月第2土曜日午前10 時から正午まで女性セン

ターゆうまつど（本町14 の10 ）で開催してい

ます。また、要予約により随時行っています。

圃電話で、まつどファミリー・サポート・セ

ンターJS330 ―2941  ( 月～土曜日の午前9E時

～午後5（時）へ

提供 会員基礎研修会

日時…2 月22 日｢｣二)午前9 時30 分

～午後5時

会場…女性センターゆうまつど

内容…相互援助活動の基本・交

流会 一事例研究　　　　　　｀

申告書は自分で書いてお早めに
家
庭
児
童
相
談
室

非
常
勤
職
員
を
募
集

市
立
病
院
で
完
全
予
約
の
女
性
専
用
外
来
を
開
設



国民年金Q&A

特　集

二
十
歳
か
ら
み
ん
な
が
加
入

未
来
へ
の
確
か
な
安
心

加
入
は

「
将
来
、
年
金
が
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
～
こ
ん
な
不

安
が
若
い
世
代
の
声
と
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
の
公
的
年
金
は
、
国
が
破
綻
し
な
い
限

り
必
ず
支
給
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
事
故
で
障
害
が
生
じ
た
と
き
に
は
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
年
金
の
価
値
が
目
減
り
し

な
い
よ
う
、
そ
の
時
々
の
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
の
改
定

を
行
う
「
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
や
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
万
一
の
時
に
備
え
て
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

固
国
民
年
金
課
昔
一
宍一
・
7
3
5
2

国
民
年
金
に
加
入
す

る
人
を

０

三
区
分
し
て

い
る
そ
う
で

す

が
、
ど
の
ぷ

つ
に
分
け
て
い
る
の
？

被
保
険
者
の
種
類
に
よ

っ
て

ｅ

保
険
料

の
納
付
方

法
や
給
付

の
内
容

が
違
う
た

め
、
三
種

類
に

区

分
さ
れ
て

い
ま
す

（
表
１
）
。

未
加
入
だ
と

将
来
満
額
の
老

齢

基
礎
年
金

が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た

り
、
万
一
在
学

中
の
け
が
や
病
気

で
障
害
を

持
っ
た
と
き
、
障
宝
基

礎
年

金
（
表
２

）
を
受
け

ら
れ
な

く
な

っ
て
し
ま

い
ま

す
。

加
入
す
る
と
き

は
、
届

け
出

０

な
く
て
は
な

ら
な
い
の
？

国
民
年
金

の
加
入

は
届
け

出

ｅ

制
で
す

。
二

十
歳
に
な
っ
た

と

き

や
住
所

が
変

わ

っ
た
と
き

、

結
婚

・
就

職
・
退

職
な
ど
で
表
Ｉ

の
区
分

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
国

民
年

金
課

ま
た
は
支

所
へ
届

け
出

て
く

だ
さ
い
（
保
険
料
が
配
偶
者

の
年

金
制

度
か
ら
拠
出
さ
れ
て

い

る
第
三
号

被
保
険
者
を
、
届

け
出 国

民
年
金

は

必

要

で
す

）
。

ｏ

六
十
歳
に
達
し
て

も
受

給
資

格
期
間
を
満

た
す
こ

と
が
で

き
な
か
っ
た

ら
ど
う
す

る
の
？

ｅ

六
十
歳
以
上

の
人

も
任

意
加

人

で
き

ま
す

。

六
十
歳
に

な
る
ま
で
に
年

金
一
を

受
け

る
た
め
の
資

格
期
間
を
満
た

す
こ
と

が
で

き
な
い
人

は
、
六
十

五
歳
ま

で
任

意
加

入
し

て
期
間
を

満

た
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た

、
年

金
額
を
増
や
す

た
め

に
加
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国民年金のスタートは20 歳から！

こ
（

十

五

歳

以

上

七

十

歳

未

満

の

人

の

任

意

加

入
（
特

例

）

昭
和
3
0年

４
月

１
日
以
前
生
ま

れ

の
人

で
、
六
十
五
歳
に
な

っ
た

と

き
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ

と

が
で
き
な

い
人
は
、
七
十

歳
に

な

る
ま

で
の
問
で
受
給
権
を
得

る

ま
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
拿
Ｔ
。

学

生
も

国

民

年

金

に

＠

加

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

？
・

学

生

で

も
二

十

歳

に

ｅ

な

っ
た

ら

必

ず

加

入

し

ま

す

。

＠

保
険
料
は
何

歳
ま
で
納

め
れ

ば

い
い
の
で
す

か
？

ｅ

保
険
料

は
二

十
歳
か
ら
六
十

歳
に
な

る
ま
で
の
四
十
年
間

納

め
ま
す

。
老

齢
基
礎
年
金
を
受

け

る
た

め
に

は
こ

の
問
、
最
低
二

十
五
年

（
保

険
料

免
除
期
間
等
も

含
む
）

の
保

険
料

を
納
め

る
こ
と

が
必
要

で
す

。

※
保
険
料

は
、
年

齢

・
所
得

・
性

別
に
関
係
な
ぐ
全
国
一
律
で
す
。

被保険者の区分表1

第1 号被保険者

自営業者・農林漁業従事者・自由業者などとそ

の配偶者および学生

糸自分で手続きをして、自分で保険料を納める

保 険 料の 額

定額保険料

一人あたリ月額　13,300 円
(平成14年度)

付加保険料

一人あたリ月額　　400 円
(平成14年度)

※お得な前納制度があります

ので、ご利用＜ださい。

も

ら
え

る
年

金
額

を
増
や
す

ｅ

こ
と

は
で

き
る
の

？

ｅ

第
一
号

被
保
険
者
で
希
望
す

る
人

が
定
額
保
険
料
に
上
乗

せ
し
月

額
四

自
円

の
付
加
保

険
料

を
納

め
る
と
、
将
来
の
年

金
額
に

加

算
さ
れ
て
受

け
取

る
こ
と

が
で

き

る
付

加
給
付
制
度
が
あ
げ
ま
す
。

※
加

算
額
は
「
給
付
は
」
（
次

ペ
ー

ジ
）

を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

保

険
料
を
納

め
ら
れ
ず
困

っ

＠

て

い
る
の
で

す
が
？

ｅ

営
業
不

振
、
失
業
、
病
気
等

で
一
定
所
得
基
準
以
下

の
廿

帯

で
保

険
料

が
納
め
ら

れ
な

い
戸

き

は
保

険
料

の
免
除
制
度

が
あ
り

ま
す

。
な
お
、
平

成
Ｈ
年
４
月

か
ら
新

た
に
半

額
免
除
制
度

が
加
わ
り

才

し

た
。
ま
た
、
学
生
に
は

「
学
ヰ

納

付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す

。

こ

れ
ら
の
制
度
は
、
国
民
年
全

課
ま
た
は
方
餠

の
窓
口
に
吏

請
し
、

国

（
社
会

保
険
庁
）
で
承
認

さ
鉈

年金は払い損？
公的年金は世代間扶養の仕組みをもとにし

ているため、損得で考えることではありませ
んが、あえて計算してみると、平均的に長生

きをすれば、支払った保険料より、生涯受け
取る年金額の合計の方が大きくなります。

る
と

申
請
し

た
月

の
前

月

か
ら
、

翌
缶
上
肬
の
６
月
ま
で

の
保
険
料

が

免
除

（
学
生
納
付
特

例
申
請

の
場

合
は

３
月

ま
で

猶
予

さ
れ
ま

す
）

さ
れ
ま
す
。

▼
学

生
納
付

特

例

の
申
請
書

は
、

松
戸
市
の

ホ
ー
ム
ベ
廴

ン
か
ら

ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し
て
使
用
す

る
こ

と

が
で
き
ま
す

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ド
レ
ス
は
一
面
右
上
参
照
）
。

保

険
料

を

免
除

等
さ

れ

た
場
合

免
除
期
間
は
年
金
受
給

資
格
期

間
お
よ
び
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
学
生
納
付
特

例
の
場

納める保険料は、平成14 年度に20歳の人の場合

受け取る年金の総額は、基礎年金を受けられる65 歳以降の平
均余命である19 年∠t力月を、現在の基礎年金額(804,200 円・
40 年間保険料を納めた場合）で受けるとして計算しています。

注）厚生労働白書「国民年金財政見通し」から

合

に
は
受

給
資
格
期
間
は
反
映

さ

れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ

れ
ま
せ

ん
。

’
免
除
等
を
受
け
た
人
で
も
そ

の

後
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で

き

る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
十
年
以

内

で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぽ
っ
て
保

険

料

を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

た
だ
し

、
二
年

を
越
え
た
拜
分

の
納
付
を
す

る
と
き
は
保
険
料
に

加

算
額
が
つ
き
事

圃

半
額

免
除
制
度
は
、
全
額
免

除

の
基
準

よ
り

緩
や
か
で
あ
り
、
保

険
料

の
全
額
を
納
め

る
こ
と

が
困

難

な
人

が
、
半
額
で
も
保
険
料
を

納

め
、
年

金
給
付
に
結

び
つ
け

る

た
め
の
制

度
で
す
。

保

険

料

の

納

付

は

便

利

で

確

実

な

口

座

草

荀

匸
匸

ま

甘

ん

か

口

座

振

替

を
利

用

す

れ
ば

、

保
険

料

を

納

め

に
行

く
手

間

が

省

け

、
納

め

忘

れ

る
こ

と
も

あ

り

ま

せ
ん

の

で

、

と
て

も
便

利

で

確
実

で

す

。

お

申
し

込
み

は

申
込

用

紙

は

、
市

内

の

金

融

機

関

等

の

窓
口

に

用

意
し

て

あ

り

ま
す

の
で

、

上
預

金
通

帳
　

っ
‘’一
通

帳

印
　

３
納

付

書
を

お
持

ち
に

な

っ
て

、
申
し

込

み

く

だ
さ

い
。

第２号被保険者

厚生年金・共済組合等に加入している人

※手続きと保険料の納付は 、事業主が行う

第３号被保険者

第2号被保険者に扶養されている配偶者

※自分で手続きをするが､ 保険料は配偶者が力〔〕

入している年金制度がまとめて拠出し､ 支払う

第３号被保険者の届け出は配偶者が勤務している事業所また
は社会保険事務所で行います。

納
付
は



表2 基礎年 金一覧

公的年金制度（国民年金・厚生年金・共済組合等）の加入者が、共通して受

けられます（平成化年度の年金額は未定です）。

種　類 こんな時 給付条件 年金額(平成稀年度)

老齢基礎

年金
65 歳から（原則）

保 険 料 を 納 め た 期 間 （ 免 除 期

間 な ど を 含 め ） が25 年 以 上 あ

る 人

80 万4,200 円 （40 年

間 保 険 料 を 納 め た 場

合 ）

障害基礎

年金

病気やけがで障害

が残ったとき

保 険 料 を 納 め た 期 間 と 免 除 の

期 間 が 加 入 期 間 の3 分 の2 以 上

あ る こ と

※ 特 例 と し て 、初 診 日 が 平 成

18 年3 月31 日 ま で に あ る と

き は 、初 診 囗 の 属 す る 月 の

前 々 月 ま で の １年 問 に 保 険

料 の 滞 納 が な け れ ば よ い

1 級100 万5,300 円

2 級80 万4,200 円

子 の 力[]算(1 人 に つ き)

第1 ～2 子

23 万1,400 円

第3 子 以 降

ﾜ 万ﾜ,100 円

遺族基礎

年金

生計者に先立たれ

たら(生計を維持さ

れていた子どもを

持つ妻 、または子

ども)

亡 ＜ な っ た 人 が 老 齢 基 礎 年 金

を 受 け ら れ る 資 格 期 間 を 満 た

し て い る か 、 死 亡 日 前 の 加 入

期 間 の う ち 保 険 料 を3 分 の2 以

上 納 め て い る こ と

※ 特 例 と し て 、平 成18 年3 月

31 日 以 前 に 死 亡 し た 場 合 は 、

死 亡 し た 日 の 属 す る 月 の 前

前 月 ま で の １年 間 に 保 険 料

の 滞 納 が な け れ ば よ い

子 の あ る 妻 に 支 給

子 が1 人103 万5,600 円

子 が2 人126 万ﾜ,000 円

子 が3 人 以 上 の と き は 、

２ 人 の 額 に1 人 に つ き

ﾜ 万 回00 円 をｶﾛ 算

子 の み の 場 合 に 支 給

子1 人　80 万4,200 円

子2 人103 万5,600 円

子3 人 以 上 の と き は 、

２ 人 の 額 に1 人 に つ き

ﾜ 万ﾜ,100 円 を 力[]算

表3 老齢基礎年金の計算式（平成14年度額）

年 金 額 の計 算 例

国 民年 金の みに 加 入 の 場 合 （65 娥か ら 受 け 取る 年 金額 ）

保 険 料 納付34 年(408 ヵ 月 ）、保 険 料 免 除６年 （ﾜ2 ヵ 月）

老齢基礎年金の支給開始を60 歳以上65 歳未満の間に繰り上げると、

生涯、減額された年金を受けることになります。また、66歳以後に

繰り下げて、増額された年金を受けることができます。

請求時の年齢
昭 和16 年4 月1 日 以 前 に

生 ま れ た 人 の 支 給 率

昭 和16 年4 月２日 以 降 に

生 ま れ た 人 の 支 給 率

繰り上げ請求

60歳 58 ％ ﾜO ％

引 歳 65 ％ 咒 ％

62歳 ｢72％ 82 ％

63歳 80 ％ 88 ％

64歳 89 ％ 9∠|％

(原則) 65歳 100 ％ 100  %

繰り下げ請求

66歳 112 ％ 108.496

6ﾜ歳 12696 116.8％

68歳 糒3 ％ 125.296

69歳 旧4 ％ 133.696

ﾜO歳 188 ％ 142.096

ご
遺
族
厚
生
年
金
（
共
済
）
と

瘤

自
分
の
国
民
年
金
と
両
方
も

※
二

つ
以
上
の

制
度
匚
加
入
し

た
こ
と
の

あ
る
人

は
、
あ
ら

か
じ
め
社

会

保
険
事
務

所
に
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ

い
。

※
特
別
支
給
の

退
職
共
済
年

金
は
共
済

組
合

へ
の
請
求

に
な

り
ま
す
。

豆

弔
三
号
被
保

険
者
期
間

を
含
む
裁
定

請
求

は
、
社
会

保
険
事
務

所
に

な
り
ま
す

。

。

老

齢
基
礎
年

金
は
何
歳
か
ら

瘤

も

ら
え

る
の

？

ｅ

老

齢
基
礎
年
金
の
支
給
は
六

十
五
歳
か
ら
で
す
。
た
だ
し

、

希

望
す
れ

ば
六
十
歳

か
ら

で
も

減

額

で
支
給
さ
れ
ま
す

。
ま

た
、
六

十
六
歳
以
降
の
支
給
開
始

は
増

額

さ
れ
ま
す
。
請
求
時

の
支
給

率
は

生
涯

変
わ
り
ま
せ
ん

（
表
４

）
。

就職をしたい市民の皆さんの職業能力を高めるためパソコンの基礎研修を

実施します。

日程…⑩3 月３日(月)俑 日(火)・５囗㈲ ⑩3 月６日田 り 日廊・10 日(月)⑩3 月１１日

脚 引２日伽・13 日田 ⑩3 月14 日窗 り ７日回・18 日脚 ⑩3 月19 日伽・20 囗

鮒・2∠1日(月)〔各全3 回〕午前9時40 分～午後5時10 分

会場…明生情報ビジネス専門学校( 新松戸駅下車徒歩2分)

内容…ウィンドウズ基本操作・文書作成 一表計算・インターネット活用法等

対象…市内に在住の求職者で全回出席できる人( 市内に在住・在学で､ 今春就

職予定者または就職を希望する学生は受講できます)

⑤

‘
老

齢
基
礎
年

金
は
い
く
ら
も

よ

ら
え

る
の
？
。

老

齢
基
礎
年
金
の
場
合
、
四

ｅ

十
年
保
険
料
を
払
っ
た
人
は
、

年
間

八
十
万

四
千
二
百
円
と
な
り

ま

す
（
表
２

）
。

※
免

除
期
間

の
あ

る
場
合
（
表
３
）

よ

第

一

号

被

保

険

者

と

そ

の

廱

配

偶

者

‘
遺

族

だ

け

が

受

け

ら

れ

る

給

付

と

は

？

老

齢

・
障

害

・
遺

族
基

礎

年

ｅ

金

以

外

に

、

次

の

給

付

が
あ

り

ま

す

。

付

加

年

金
・：
月

額
四

白
円

の
保

険

料
を

上

乗
せ

し

て

納

め

た
人

は
、

納

め

た

月

数

×
二

百

円

の

金

額

が

老

齢

基

礎

年

金

に
加

算

さ

れ

ま

す

（
第

一
号

被

保

険

者

の

み

）
。

寡
（
か

）
婦

年
金
・：
老

齢

基

礎

年

金

を
受

け

る
資

格

期

間

を

満

た

し

た

夫

（
婚

姻

期

間

十
年

以

上

）

が

年
金

を

受

け

ず

に
死

亡

し

た
と

き
、

妻

が
そ

の
老

齢

基

礎

年

金

の

四

分

ら
え
ま
す

か
？

六
十
五
歳
か
ら
は
両
方

も
ら

ｅ

え

ま
す

が
、
六
十
五

歳
前
に

繰
り

上
げ
て
年

金
を
請
求
す

る
と

六

十
五
歳
ま
で
ど
ち
ら

か
一
方
し

か
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

の
三

の
額

を
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳

の
間
、
受

け
ら
れ
ま
す
。

死

亡
一
時
金
・：
三
年
以

上
保
険

料
を
納

め
た
人

が
、
年

金
を
受
け

な

い
で
死

亡
し

た
と
き
は
、
生
計

を
同
じ
く
し

て

い
た
遺
族
に
支
給

さ
れ

ま
す

。
支
給
額
は
、
保
険
料

納
付
月

数
に
よ
っ
て
、
十
二
万
円

か
ら
三

十
二
万
円

で
す

（
付

加
保

険
料
納
付

期
間
が
三
年
以
上

あ
る

場
合

は
、
さ
ら
に
八
千
五
百
円

か

加
算

）
。

た

だ
し

、
そ
の
遺
族

が
遺
族
基

礎
年

金
を
受

け
ら
れ
る
場
合
に

は

支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
死
亡

一
時
金

と
寡
婦
年
金
の
両
方
は
受

け
ら

れ
ず
、
ど
ち
ら
か
一
方

の
選

択
と

な
り

ま
す
。

脱

退

一

時
金

六
ヵ
月

以
上
の
保
険
料
を
納

め

た
外
国
人

で
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
な

い
人

が
、
帰
国
後
二
年
以
内

に
請

求
し

た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す

。

定員…各40 人（抽選）

費用…2,000 円程度（テキスト代）

※○数字はコース番号です。

※この研修を過去に受講した人は、応募できません。

※駐車場はありません。

年金の請求先

加入していた年金 請求する年金 請求先

国 民 年 金 に の み 加 入 老齢基礎年金 国民年金課

厚 生 年 金 に の み 加 入 老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

共 済 年 金 に の み 加 入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚 生 年 金 十 国 民 年 金 老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

厚 生 年 金 十 共 済 年 金 十

国 民 年 金

老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

国 民 年 金 十 厚 生 年 金 老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

国 民 年 金 十 共 済 年 金 十

厚 生 年 金

老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国 民 年 金 十 共 済 年 金 退職共済年金 共済組合

国 民 年 金 十 厚 生 年 金 十

共 済 年 金

老齢厚生年金 社 会 保 険 事 務 所

退職共済年金 共済組合

松
戸

社
会

保

険
事

務
所

で
は

、

年

金
に
関
す

る
問

い
合

わ
せ

や
相

談
を
行

っ
て

い
ま
す
。

国
民

年

金
＝

登
3
4
5
・
5
5
1
5

厚
生

年

金
＝

登
3
4
5
・
5
5
2
5

年
金
相
談
電
話
＝
登
3
4
0
・
5
1
8

0
丶

登
3
4
0
・
ｒａ
１
８
１

圃2月12日團〔消印有効〕までに、ハガキに希望のコース番号(第３希望ま

で)・住所・氏名・年齢・電話番号を記入して、干271-8588 松戸市役所商

工観光課労政係(25366-｢7327) へ

年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
請
求
し
ま
し
ょ
う
（
請
求
先
の
窓
ロ
ヘ
）
。

年
金
の
給
付
に
は
請
求
が
必
要
で
す

松戸社会保険事務所

雇用・能力開発機構千葉センター受託事業 会場松戸地域職業訓練

センター（テクノ21 ）

●IT学 習支 援 コ ース

(パソコンを使用しての自主学習)

期日 利用時間

3/ 1 比）
午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分

午後1R30 分～八時30 分

5㈲ 午後ら時～9時

7㈹ 午後6時～9時

9(日)
午 前9 畤30 分 ～ 午 後O 時30 分

午後1時30 分～4時30 分

10側）午後ら時～9E持

19㈲ 午後ら時～9時

22仕）
午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分

午後1時30 分～4時30 分

定員各回20人　費用無料

圃2月拓日出午前9時から、直接窓口

または電話で受け付け（受付開始時間

に定員を超えた場合は窓口優先）

●パソコン操作習得コース

講座名 日　程 定員

初めてのパソコン 3/6 困 ・7 窗 ・8 ①

包

丈

WORD&EXCEL

基 礎1 コ ー ス
3/24 ㈲ ・25 因 ・26 ㈲

WORD&EXCEL

基 礎2 コ ー ス

3/3 剛 ・4(火卜5 ㈲

3/10(1月卜11 出 ・12 ㈲

時 間午前9 時30 分～ 午 後4 時30 分　対 象求

職者　費 用無料 （ただし テキス ト代実費）

匣2 月10 日（月）午 前9 時 から 、「求 職受 付票」を

持って 直接窓 口で受 け付 け （受 付開始 時間に

定員を 超え た場合 はその 場で抽 選）

圖松戸地域職業訓練センター（松戸市小金

原1の19の3 、0349 ―3200)

※受付日当日は大変込み合いますので車で

のご来場はご遠慮＜ださい。

松戸社会保険事務所（新松戸1の33

5の2）

給
付
は

表4 繰り上げ・繰り下げ支給率

就職を希望する人に

パソコン研修後期（Ⅲ）受講生を募集 パソコン講座のお知らせ



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

「

」
は

つ

ら

つ

健

康

大

学

「

高

齢

者

と

く

す

り

の

つ

き

合

い

方

」①

２

月

９

日

収
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

②
２

月
2
3
日

㈲
午

前

９

時
3
0
分

～
一
1
1
1
1

時
3
0
分
　

会

場

①

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

②
小

金

原

体

育

館

和

室

内

容
尿

漏

・
骨

折

・

介

護

の
話
　

菩
乕

無

料

圈

松

戸

市

薬

業

会

昔
3
6
8・
３

７

６

［
］
ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「

経

済

計

画

～

老

後

の

お

金

を

守

る

賢

い

方

法

」

２

月
1
6
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

千

葉

県

教
育

会

館

本

館

会

議

室

（
千

葉
市

）
　

講

師
保

険

プ

ラ

ン

ナ

ー

・
田

中

進

一

氏

対

象
お

お

む

ね

四

十

歳

以

上

の

人

定

員

先

着

百

人
　

蓉
用

無

料

圉

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

剛
千

葉

県

福

祉

ふ

れ

あ

い
財

団

長

寿

課

公
0
4
3・
2
2
1・
7
4
4
8

囲
0
4
3ふ

Ｉ

・
4
7
7
7

へ

［

］
家

庭

教

育

勉

強

会

２
月

Ｈ
日

吻
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

市
民
会
館

内
容
Ｅ心
を

育
て

る
親
子

”響
育

な

羂

霍

料

圈
家

庭
教
育
研

究
会

・
加
藤

公
3
6
7

・
1
1
3
7

［

］
や

さ

し

い

囲

碁

入

門

２

月
1
4
日

～

３

月
2
8
日

の
金

曜

日

〔
全

七

回

〕

午

後

２

時
3
0
分

～

５

時

会

場

日

本

棋

院

松

戸

生

涯

学

習

支

部

（
五

香

駅

下

車

徒

歩

六

分

）
　

内

容

基

礎

か

ら
　

定

罍

尢

着

十

人
　

眥

田

二
千

五

百

円

圉

電

話

で
松

戸

生

涯

学

習

支

部
入

門

サ

ー

ク
ル

・
岩

島

登
3
8
8・
3
0

2
2

へ

【
】
パ

ソ

コ

ン

講

座

講 座 名 日　時 内　　容 定 員 費　用

パ ソ コ ン の 基 本 操

作 を 学 ぶ 講 座

2/6 困 ・13 休)〔全2 回 〕

午 前10 時30 分 ～ 正 午

超 初 心者 向 き の パソ コ ン

基 本 操 作
先着8人

1,200 円( テ キ

ス ト 代 を 含 む)

Word 初 級 講 座

2/12 ㈲･19 圉 ・26 圉

〔全3 回 〕午 前10 時30

分～ 正 午

文 字 の 入力 か ら 、ワ ー ド

ア ー ト ・図 の 挿 入 ま で
先着15人

2,000 円( テ 半

ス ト 代 を 含 む)

ホ ー ム ペ ー ジ を 見

よ う 講 座

2/25M 午 前10 時30

分 ～ 正 午

見 た い ホ ー ム ペ ージ の 検

索 方 法 等
先着8人

500 円( テ 十 ス

ト 代 を 含 心)

ワ ー ド で つ く る 可

愛 い ポ ス ト カ ード

2/27 困 午 前10 時30

分 ～ 正 午

ひ な ま つ り 、卒 業 、入 学

な ど に オ リ ジ ナ ル ポ ス ト

カ ー ド を 送 り ま せん か ？

先着8人
800 円( テ キ ス

ト 代 を 含 む)

会

場

文
化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室

（
松

戸

ビ

ル

ヂ
ン

グ
四

階

）
　

持

ち

物

筆
記

用

具

圃
午

前

９

時

か
ら

、
電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

の

会

登
3
6
7・

8
8
8
9

へ

再就職、転職をねらう女性の講座
｢自分の力を仕事でいかず｣

期 日 内　　　容

3/1㈹

① 自 分 の 力 を 掘 り 起こ す(ｲ 士事 や 経 験

の 蓄 積 か ら 見 直 す 自 分 の 力)

② 力 を 仕 事に 結び つ ける( いろ い ろな 業

種と 資 格 、仕 事 になる 可 能 性や 働 き方)

3/8C 土)

①こ れ か ら の自 分 を 思 い 描 く( ラ イ フ

プ ラ ン と キ ャ リ ア プ ラ ン)

② 仕 事 を 手 に 入 れる( 就 職 雑 誌 や 求 人

広 告 の 卯方 、面 接 へ の 臨 み方)

［

］
地

域

女

性

起

業

ス

ク

ー

ル

入

門

編

「

夢

に

向

か

っ

て

～

パ

ー

ト

２

」

２

月

８

日

出

壬

圜
1
0時

～

午

後

５
時

、
1
6
日

㈲

午

後

１

時

～

５

時

〔
全

一
回
〕
　
会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

①

起
業

に

つ

い

て

考
え

自

信

を

持

つ
⑦
雄

業

の

基
礎

知

識

を

学

び
事

業

計

画

を
立

て

る

②
女

性

事

業

家

と

の
懇

談
会

定

蕀

无

着

三

十

人
　

巷
乕

四
千

円

二

部

託

児

付

き

）

圃

電

話

ま
た

は

フ

ァ

ク

ス
で

Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

人

材

パ
フ

・
Ｉ
ア

ッ

プ

セ

ン

タ

ー
市

民

生

活

活

性

化

研

究

会

・

岩

橋

登

囲
3
6
4・
8
8
2
0

へ

［

］
緑

化

研

修

会

２

月
2
7
日

困
午

後

１

時
1
5
分

～

４

時

会

場

千

葉

県

西

部

防

災

セ

ン

タ

ー
　

内

容

身
近

な

雑

木

林

の

整

備

講

師

神
奈

川

県

自

然

環

境

保

全

セ

ン

タ

廴
研

究

部

・
中

川

重

年

氏

定

蕀

先
着

七

十

人

春
爾
一

無

料
圉

電

話

で
千

葉
県

東

葛

飾

支

庁

農

林

振

虱（
課

林

政

班

容
3
6
1・
2
1
1

6
へ

［

］
ハ

ン

グ

ル

無

料

講

座

２

月
1
9
日

水

・
2
6
日

水

各

午
後

７

時

～

９
時

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

講

師

張
丁

允

氏

対

象

二

十

上

二
十

五

歳

の
人

固
（

ン

グ
ル

サ

ー

ク
ル

「

シ
ナ

ブ

ロ

」
・
原
田

公
錮

・
0
5
0
7

牢

後
８

時

以

降

）

時間吝午前9時30 分～午後O時30 分

会場女性センターゆうまつど　 講師栗

原知女氏（ライター、中級産業カウンセ

ラー） 定員各先着30 人　費用無料

※保育あり（要予約、1歳10 ヵ月以上。

おやつ代200 円）

Ⅲ電話で女性センター≫364-8778 へ

【

】
詩

吟

昨

政

流

初

心

者

向

け

講

習

会

①

２

月
1
7
日

丱

・
9
4一
日

囲

午

後

７

時

～

９

時

②
２

月
1
8
日

天

・
2
5

日

天

午

後

２

時

～

４

時

〔
各

全

二

回

〕
　

侖
場

北

松

戸

会

館

（
北

松

戸

駅

下

車

徒

歩

五

分

）
　

内

容

漢

詩

・
和

歌

・
俳

句

の
吟

じ
方

費

用

無

料

圃

電

話

で

吼

山

流

詩
吟
逎

松

戸

支

部

・
宮

入

昔
3
6
3・
1
3
4
8

へ

「

」
小

学

生

の

た

め

の

演

劇

ワ

ー

ク

シ

ョ

ツ

。フ

２

月

９

日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
3
0
分

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

プ

ロ

の
演

劇

指

導

者

に

よ

る

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

で

自

分

の
体

で

自

分

の
思

い
を

表
現

す

る
力

を
学

ぶ
　

持
ち

物

上

履

き

・

水

筒

・
弁

当

費
用

子

五

百

円

※
動

き

や

す

い

服

装

で

固

松

戸

子

ど
も

劇

場

・
青

木

昔
3
8
6

・
（
Ｕ
り↑
！
）Ｄ
４

［

］
住

ま

い

一

一

〇

番

「

講

演

会

・

建

築

無

料

相

談

会

」

２
月
1
5
日

出

午
後

１

時
3
0
分

～

４
時
3
0
分

会
場

北

と

ぴ

あ

（
皿

京

浜

東

北

線
王

子

駅

下

車

徒

歩
二

分

）
　
内

容

弁

護

士

・
山

本
孝

氏

に

よ

る
講

演

「
欠

陥

住

宅

問

題

の

解

決
方

法
」
、
欠

陥

住

宅

の
事

例
報

告

・
住

ま

い
に

関

す

る

相

談

（
資

料

持
参

）
　
寉
貫

当
日

先

着
百

二
十

人

固

Ｎ

Ｐ
ｏ

建

築

Ｇ

メ
ン

の
会

公
0
4
2

・
ｍ

・
4
1
1
0

日　時 内　容 講 師

2/21 ㈲ 吝

午

後
１

時

30

分～

３

時30

分

公園

国 土 交 通 省

職 員 ほ か

28㈲ ト ン ネ ル

3/7 銜 橋 り ょう

14R ダム

会場国土交通省建設技術展示館（八柱

駅から「牧の原団地」行きバスで「牧の

原小学校」下車徒歩2分） 定員先着50

人　費用無料

圃電話で公民館登368 － 121∠Lへ

【

】
ス

ペ

イ

ン

語

を

話

そ

う

２

月
2
2
日

出

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

龠
場

サ

ロ

ン
ひ

ぐ

ら

し
（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

七

分

）
　

内

容
日

常

会

話

と

「

マ
ラ

ゲ

ー

ニ

ア

」

の

歌

の
指

導

費

用

千

円

國

ひ

ぐ

ら

し

の

会

・
荒

井

容
3
8
9・

「

」
愛

の

献

血

（

献

血

推

進

協

議

会

）

２

月
1
4
口

座
午

前
1
0
時

～

Ｈ

時

4
5分

、

午

後

１

時

～

４

時
　

会

場

西

友

常

盤

平

店

前

固

保

健

福

祉

課

昔
3
6
6・
7
4
8
7

ａ

痴

呆

予

防

セ

ミ

ナ

ー

「
士

こ

ま

で

わ

か

っ
。
た

痴

呆

の
。予

防

」痴

呆

の
予

防

と
早

期
発

見

に

つ

い
て

、

最

新

の
情

報

を

お

届

け

し

ま

す

。

ぜ
ひ

ご
参

加

く

だ

さ

い
。

２

月
2
8
日

窗
午

後

１
時
1
5
分

～

４

時

（
開

場

午

後
ｏ

時
4
5
分

）

会

場

衛

生

会

館

三

階

大

会

議

室

内

容

「
痴

呆

症

の
理

解

と

予

防
」

「
痴

呆

の
早

期

発

見

と

そ

の
対

応

」

謹
師

筑

波
大

学

教

授

・
朝

田

隆
氏

、

旭

神

経

内

科

病

院
長

・
旭

俊

臣

氏

対

象

痴
呆

予

防

や
痴

呆

症

に

つ

い

て

関

心

の

あ

る

人

定

員

先

着
百

人
　

呑
乕

無

料

匣

電

話

で

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

１

雲
3
6
6・
7
4
8
9

へ

［

］
タ

ン

ゴ

と

ル

ン

バ

の

中

級

講

習

会

２

月

７

日

～

３

月
2
8
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全

八

回

〕

午

後

７

時
～

９

時

会

場
柿

ノ

水

口
公

園

体

育

館
　

内

容

ベ

ー

シ

ッ

ク

中

心

の

パ

ー

テ

ィ

ー

ダ

ン
ス

（
ミ

ニ

パ

ー

テ

ィ

ー
あ

り

）
　

対

象

中

級

を

目

指

す

初

級

者
　

眥

塵
（

千

円

圖

ダ
ン

ス

サ

ー
ク

ル

い
ち

ご

・
長

峰

昔
3
6
5・
8
4
9
0

（
夜

間

の

み

）

「

」
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

忙

し

い

人

の

た

め

の

時

間

管

理

法

」２

月
1
6
日

㈲
午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム
三

階

（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

二

分

）

護
師

当

山

麻

里

子

氏
　

眥

拑
無

料

圖

金

本

（
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー
ム

内

）

容
3
8
6・
Ｏ
ｎ
乙
９【
】Ｉ

【

】
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

２

月
1
5
日

出
乍

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会
場

健
康

福

祉

会

館

（
ふ

れ
あ

い
2
2
）
　

内

容
松

戸

市

精

神

障

害

者

家

族
会

土

曜

会

会

員

に

よ

る
相

談

（
秘

密

厳

守

）
　

対

象

こ

こ

ろ

の
病

の

人

を

抱
え

る

家

族

杤
用

無

料

※
同

日

・
同

時

間

に

電

話

で

の
相

談

も

受

け
付

け

（
こ

こ

ろ

の
家

族

相

談

室

晋
一ｙ一
・
5
5
5
1

）

固

ビ

オ

ラ
エ

房

容
3
3
1・
6
0
1
8

（
月

・
火

・
木

・
金

曜

ぽ
午
前
1
0
時

～

午

後

３

時

）

【

】
心

臓

病

医

療

相

談

会

３
月

２

囗

㈲

午

後

１

時

～

３

時

3
0分

会

褥
健
康

福

祉

会

館

ヱ

れ

あ

い
2
2
）
　

内

容
子

ど

も

の

心

臓

病

に

関

す

る

医

療

相

談

会

（
参

加

者

の
質

問

に
松

戸

車

立
病

院
心

臓

血
管

外

科

・
永

瀬

裕

三

医

師

が

口

労

働

セ

ミ

ナ

ー

「

雇

用

多

僅

化

呀

代

の

人

事

戦

略

」

～

こ

う

い

う

時

代

の

雇

用

管

理

の

お

り

方

～

２

月
1
8
日

㈹
午

後

２

時

～

４

時

3
0分

会

梛

劒
労

会

館

講
師

岡

崎

人

事

コ

ン
サ

ル

タ

ン
ト

代

表

・

岡

崎

洋
氏
　

対

象

起
業

を

目

指

す

人

・
事

業

主

・

学

生

（
特

に
今

春

就

職

予
｛
疋
者

｝

・
市

内
在

住

の

人

定

蕀

无
着

五

十

人
　

善
爾

資

料

匣

２

月
1
4
日

脂

ま
で

に

、
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で
商

工

観

光

課

労

政
係

登
3
6
6・
7
3
2
7

隰
3
6
6・
1

5
5
0

へ

「
」
愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室

２
月
2
7
日

水

午

前

Ｈ

時

～

午

後

１

時
〔
天

候

不

良

の
場

合

は

３
月

６
日

四
　

会

場

新
松

戸

中

央
公

ａ
日
本
脳
炎
・
第
二
・
三
期

Ｄ

Ｔ

第

二

期

お

よ

び

ポ

リ

オ

の

予

防

接

種

口

本

脳

炎

第

二

・
三

期

は

小

学

四

年

生

と

中

学

三

年

生

で

、

Ｄ

Ｔ

（
ジ

フ

テ

リ

ア

ー
破

傷

風

）
第

二

期

は
小

学

六

年

生

で

、

乳

幼

児

期

の

追
加

接

種

と

し

て
受

け

ま

す

。

ま

た

、

ポ

リ

オ

予

防

接

種

を

左

表

の

と

お

り

実

施

し

ま

す

。

生

後

三

力

俵1) 次の対象年齢( 学年) で予診

票のない人は､ 申し込 みください。

秦生後3 ヵ月以上ﾜ 歳6 ヵ月未満で 、

ポリオを2回飲 み終わっていな い人

命小学4 年生以上13 歳未満で 、日本

脳炎第2 期を受けていない人

◆小学6 年生以 上13 歳未満で 、DT

第2期を受 けていない人

命中学3 年生以上16 歳未満で 、日本

脳炎第3 期を受けていない人

園
　

内

容
飼

い
犬

の
基

本

的

な
し

つ

け

方

法

を

実

技

指

導

定

員
十

組

（
抽

選

）
　

替
笛
寶

料

※
見

学
1
1
1由

（
犬

連

れ
不

可

）

圃

２

月
1
2
日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号

、

犬

の
種

類

・
年

齢

・
性

別

、
返

信

用

あ
て

名

を
記

入

し

て

、

一
7
1
0
6

－
0
0
4
6

車

県
都

港

区

元

麻

布

一

の
二

の

匸

一
の
四

〇

六

須

藤

方

松

戸

ペ

ッ

ト

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

（

登
0
3
・
５

４

４

２

・
0
3
3

5
）

へ

［
］
講

演

会

「

日

本

に

誇

り

を

持

て

る

教

育

の

実

践

を

」

２

月
2
3
日

収
午

後

２

時
～

４

時

龠
珊

柏

市

中

央

公

民

館
　

講

師
浅

川

正

人

氏
　

春
用

五

百

円

固

教

育

を

正

す

東

葛

市

民

の
会

容

0
8
0
・
３

０

０

９

・
ｑ

″３

１
８

月

以

上

七

歳

六
ヵ

月
未

満

で

、

二

回

飲

む

こ
と

に

な

っ

て

い
ま

す

。

対

象

者

に

は

、

す

で

に

通

知

済

み

で

す

が

、

転
入

・
紛

失

等

で

予

診

票

の

な

い

人

工
千

二

は

、
中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

、

各

支

所

の

市

民

健

康
相

談
室
で

申

し

込
む

か

、

ま

た

は
（

ガ

キ

に

必
要

事

項

（
左

記

）

を
記

人

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0

7
2

松

戸
市

竹

ケ

花

七

四

の
三

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
内

保

健

福

祉
課

予

防
衛

生

係
（
後
日
郵
送
）
へ

圖

保

健

福

祉

課

予

防

衛

生

係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

參希望する予防接種名

唔初めてまたは○回受

けた( 受けた日付も)

礫郵便番号と住所

恭保護者氏名

弗子どもの氏名

瞭子どもの生年月日(学

年)

昜電話番号

会　　場 日　時

中央保 健福祉セン

ター

2/26㈲
受

付

時
間

午

後
１

時～

２

時

箍
分

（予

診

票

が
あ

れ

ば
予

約

不
要

で
す

）

3/6 休）

3/19(710

東部 市民 センタ ー 2/28R

常盤平 保健福 祉セ

ンタ ー

2/24(1月)

3/170月)

常盤平市民センター 3/ 7銜

古ヶ綺市民センター 3/5 似）

稔台市民センター 3/13 團

小金原市民センター 3/12 ㈲

新松戸市民センタ

ー

2/27C村

3/14 銜

小金保健福祉セン

ター

2/2緊う

3/1  m

馬橋市民セン ター 3/ 30月)

六実市民 センタ ー

別館
3/1  OO月)

二十世 紀が丘 市民

や｀ﾉ々 －
3/1  m

健
　
康

情報講
座
・
講
演

建設技術展示館共催公民館成人講
座「建設現場での新技術への取組

みと現場での苦労話」

ハガキ記入要領

ゾリ才予防接種日程表

お

答

え

し

ま

す

）

対

隼

心
臓

病

の
子

を

持

つ

親

お

よ

び

家

族

費

用

無

料

固

心

臓

病

の
子

ど

も
を

守

る
松

戸

親

の
会

・
福

崎

公
3
8
8・
5
8
0
5



催
　
し
　
物

□
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

２

月

８

日

出

午

前
1
0

時

～

正

午

会

場

健

康

福

祉

会

館

（

ふ

れ

あ

い

2
2）
　

内

容

リ
（

ビ

リ

を

兼

ね

て

室

内

で

行

う

カ

ー

リ

ン

グ

に

似

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

Ｔ

る

人
　

替

用

無

料

匣

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番

号

を

記

入

し

て

、

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

昔
3
8
3・
7
1
1
1

隰
3
8
3・
7
8
1
0

へ

［

］
春

を

踊

ろ

う

レ

ク

ダ

ン

ス

２
月
1
5日

出
午
後
２

時
～
４

時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内

容
簡
単
で
自
由

で
誰

に
で
も
で
き

る
楽
し

い
ダ
ン
ス
　

曹
用

五
百
円

圃
電
話
で
松
戸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協

会
・
伊

藤

容
3
4
2
・
7
4
1
9

へ
【
】
女

声

合

唱

団

ミ

ス

テ

ィ

ブ

ル

ー

演

奏

会

２

月
2
7
日

米
午

後

６

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分

会

場

東
京

文

化

会

館

内

蕈

女
声

コ

ー

フ
ス

の
演

奏

・
発

表

会
　

杤
兩

千

円

固

女

声

合

唱

団

ミ

ス

テ

ィ

ブ

ル

ー

・
加

藤

昔
3
8
7・
3
0
9
5

流
山
市

【
】
流

山

市

民

芸

術

劇

場

「

カ

モ

メ

に

飛

ぶ

こ

と

を

教

え

た

猫

」３

月
3
0
囗

㈲

午

後

２

時
3
0
分

開

演

会
場

流
山

市

文

化

会

館

費

用

千

五

百

円

（
全

席

指

定
）

圈

流

山

市

生

涯

学

習

課

容
0
4
・
７

１

５

０

・
６

１

０
ａ
ｕ

【
】
世

界

の

文

化

サ

ロ

ン

～

ベ

ト

ナ

ム

２
月
９

囗
㈲
午
後

２
時
～
４
時

会
場

市
民
会
館

内
容

ベ
ト
ナ

ム

の
文
化

紹
介
と
交
流
　

定
員
先
着

二
十
人
　

蕃
乕

五
百
円

圃
電
話
で

剛
松
戸
市
国
際

父
流
協

会

登
3
6
6
・
7
3
1
0

へ

【

】
松

戸

市

音

楽

協

会

音

楽

祭

２
月

１１
一
日

癲

①
午

後

Ｏ

時
3
0
分

開
演

②

午
後

３

時

開

演

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
　
内

石

山
声

楽

・

マ

ン

ド

リ

ン

他

②

大
正

琴

・
和

太

鼓

・

ジ

ャ

ズ

バ

ン

ド

他
　

費

用

無

料

圖

松

戸

市

音
楽

協

会

・
田

中

容
3
9
2

・
8
0
4
7

【
】
こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

２
月
1
9日
伽
、
３
月
1
9日
困

各

午
後

２
時
～

３
時

会
場
市
川
こ

ど
も

ク
リ

ニ
ッ
ク

（
八
柱
駅
下

車

徒
歩
五
分

）
　

讖
師

劇
団
天

童
主

宰

・
浜
島

代
志

子
氏
　

定
員
当
口
‥

先
着
三

十
人
　

曹
用

無
料

固
こ

ひ
つ
じ
お

は
な
し
会

・
市
川

登
3
8
3
・
０乙
９
ｄ
１
９（・

「

」
借

地

借

家

の

無

料

相

談

２
月
８
日

出
午
後
１

時
～

４
時

会

夢
聊
万
会
館

※
契

約
書

等
が
あ
れ

ば
ご
持
参
を

固
松
戸
借
地
借

家
人
組
合

・
外
谷

容
3
4
5
・
３

’にａ
ｔ４
８

柏
市

［

］
バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

女

子

日

本

リ

ー

グ

柏

大

会

２
月

８
日

剛
午
後
２
時
開
始

会
場
柏

市
民
体

育
館

内
容

ジ
ャ

パ
ン

エ
ナ
ジ
ー
Ｊ

Ｏ
Ｍ
Ｏ

サ
ン
フ

ラ
ワ
ー
ズ
対
三

菱
電
機
コ

ア
ラ

ー

ズ
　

定
員
三
千
人
　

普
用

大
人
千

八
百
円
、
巾
吉
吁
扠
生
千
三
百
円

、

小
学
生
五
百
円

※
怎

剛
1
0時
か
ら
、
柏
選
抜
の
中

学
生
チ

ー
ム
に
よ
る
エ
キ
シ

ビ

ジ

ョ
ン
グ
ー
ム
が
あ
り

ま
す

。

詈
柏

市
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
推
進
室

昔

0
4・
７
１
６
７

・
1
1
3

１

□
朗
読
を
き
く
か
い

２
月
1
2日

水
午

前
1
0時
～
Ｈ
時

3
0分

会

壞
健
康

福
祉
会

館

ス

れ
あ

い
2
2）
　

内
容
松
戸
朗
読
奉

仕
会
会
員
に

よ
る
朗

読
「
花
の
顔

（
か
ん

ば
せ

）
」
乙
川
優
三

郎
著
ほ

か
　

対

象
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て

い
る
人
お
よ

び
そ

れ
に
乖
申

る
人

（
付

き
添

い
の
人

と
一

緒
の

参
加

も
可
）
　

巷
鬧

無
料

固

健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ

ン

タ
１

登
3
8
3
・
7
1
1
1

撩
3
8
3
・

［

］
視

覚

障

害

者

と

の

交

流

会

２

月
1
9
日

水
午

前
1
0
時
～

午
後

２

時

会

場

甓
康

福

祉

会

館

余

れ

あ

い
2
2
）
　

内

容

松

戸

市

視
覚

障

害

者

協

会

・
松

戸

点

訳

会

・
松

戸

朗

読

奉

仕

会

の
各

会

員

な

ど

が

参

加

し

て

の
交

流
会
　

対

票

祝
覚

障

害

者

費

用

五

百

円
（
昼
食

代

）

※

お

知

昨
人
口
い

に

視

覚

障

害

を

持

つ
人

が

い
ま

し

た

ら

、

そ

の

人

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い
。

圃

２

月
1
2
日

水
ま

で

に

、

電

話

で

松

戸

朗

読

奉

仕
会

・
藤

井

公
3
6
4・

9
4
7
0

へ

【

】
や

わ

ら

木

苑

特

別

品

バ

ザ

ー

ル２

月
1
6
日

㈲
午

前
1
1
1
1
時
～

午
後

２

時

会

堋
特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

や

わ

ら

木

苑

（
金

ケ

作
二

七

七

）

出

店

品

和
服

・
絵

画

・
額

縁

・
服

飾

品

・
布

・
新

品

衣

料

他

※

物

品

を

提

供

く

だ

さ

い

（
和

服

・
ケ

ー
ス

入

り

影

人

形

歓

迎

）
。

膃

特

別

養

護

老

人

ホ

ー
ム

や

わ

ら

木

苑

昔
3
8
6・
0
2
1
3

ス
ポ
ー
ツ

□
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー

３
月

１
日

出
午

後

２

時
～

３

時

（
開
場

午
後

１

時
3
0
分

）
　
会

場

健

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い
2
2
）

内

容

劇

団

渋

谷

慶

太

＆

オ

フ
ィ

ス

マ

ジ

ッ

ク

フ

ァ

ン

タ

ジ

ア

に

よ

る

小

さ
な

手

品

か

ら

大

仕

掛

け

の
手

品

ま

で
　

対

象
三

歳

以

上

の
児

童

（
幼

児

は
保

護

者
同

伴

）
　
定

蕀

先

着

百

五

十
人
　

巷
用

無

料

圃

午

後

１

時

か

ら

、

電

話

で

常
盤

平

児

童

福

祉
館

容
3
8
7・
3
3
2
0

へ
　（
月

曜

休

館
）

□
卓
球
で
国
際
交
流
「
あ
つ

ま
れ
ー
地
球
市
民
交
流
会
」

２

月
1
6
囗

襾

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

２

時

会
場

肯
少

年

会
館

内

容

車

内
在

住

の
外

国

籍

の
大

た

ち

と

卓

毬

父
流

の

後

、

軽
食

を

と

り

な

が

ら
交

流

パ

ー

テ

ィ

ー

（
日

本

語

他

で
）
　

定

員

先
着

二

十

五

人

午

八

上

二
十

歳

の

大

を

優

先

）

普
用

五

百

円

圃

電

話

で

青

少
平

会
館

昔
3
4
4・
8

5
5
6

（
午
五
削
９
時
～
午
後
９

時
）
へ

［

］
登

山

中

級

「

奥

多

摩

の

川

乗

山

に

登

る

」

２

月
1
5
日

出
午

前

６

時

新

松

戸

駅

前

集

合

（
午

後

７

時
3
0
分

帰

着

予

定

）
　

内

谷

標
高

九

五

〇

び

の

川

乗

山

（
巫

只
都

奥
多

摩
町

）

で

約

六

時

間

の

登
山
　

対

象

六
十

歳

未

満

の
人
　

定
員

先
着

二

十

五

人

持

ち

物

滑

口

止

め

の
軽

ア

イ

ゼ

ン

費

用

五

千

円

（
貸

切

バ

ス
代

・
保

険

料

を

含

む

）

Ⅲ

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0
・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

【

】
レ

イ

ン

ボ

ー

フ

ェ

ス

タ

～

養

護

学

校

製

品

販

売

会

２

月
2
0
日

床

・
9
1一
日

蚩

午

前

い‥１１一

時

～

午

後

３

時

侖
瑁

栢

駅

東

口

ス

カ

イ

プ

ラ

ザ

ニ

階

入

口
　

内

容

生

徒

が

職

業

実

習

で

作

っ

た

縫

製

品

・

染

め

物

・
陶

磁

器

等

を

唇

冗

固

県

孔
養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

登
0
4
・

７

１

４

８

・
0
2
0
0

【

】
フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

２

月
1
6
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

龠
場

ダ
イ

エ

ー
五

香

店

駐

車

場
※
毎

月

第

三

日

曜

日

に

開
催

し

て

い
ま

す

。

出

店

者

を

募

集

中

國

リ

サ

イ

ク
ル

船

橋

の
会

容
0
4
3・

4
6
0
・
8
7
8
1

□
矢
切
公
民
館
合
同
音
楽
祭

２
月
1
6日
冊
ま

圜
1
0時
開
演

会
場
矢

切
公
民

館
　

内
容

矢
切
公

民
館
を
活
動
拠
点
と
す

る
サ
ー
ク

ル
の
発
表
会

（
合
唱

・
ギ
タ
ー
演

奏
な
ど
）
　

費
用
無
料

圈
公

民
館

公
3
6
8
・
1
2
1
4

［
］
み

ん

な

で

歌

お

う

２
月
1
3日

啝
午
後
３
時
～
４

時

3
0分

会
場
市
民
会
館

内
容
洋

楽

・
ポ
ッ
プ
ス
　

曹
用

五
百
円

頂
稲
垣

昔
0
9
0
・
９
０
１
９

・
０
９

［
］
よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ウ

イ

ン

タ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

２
月
1
6日

㈲
午
後

２
時
～
４

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
9
1］
　
内

容
ロ
ー

マ
の
謝
肉
祭

・
狂

詩
曲
ス

ペ
イ
ン

等
を
演
奏

（
小

羊
咼
校
吹

奏
楽
部

と
の
共
演

あ
り

）
　

費

用
無
料

固
よ
こ
す
か

ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

・
渋
谷

昔
0
9
0
・
２
４
７
８

・

［
］
川

柳

一

日

体

験
（
初

心

者

）

２
月
2
3日

㈲
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
民
会
館
　

内

容
川
柳
の
作

り
方

・
味

わ
い
方
　

苣

用
五
百
円

固
松
戸
川
柳
会

・
米
島

登
3
4
4
・
５

口

管

楽

合

奏

は

楽

し

い

会

？

・ｍ

松

戸

叭

３

３
月
２
日

㈲
午
後

２
時
開
演

会
場

市
民
劇
場

内
容
フ
ル
ス

ヴ

ァ
ル
ト
合
奏
団

と
ア
マ
チ

ュ
ア
に

よ

る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
　

善
用

二

千

二

自
円

（
前
売
り
二
千
円

）

圖
森
川

酋
捌
・
6
8
2
5

「
」
松

戸

女

声

合

唱

団

演

奏

会

３
月
９
日

興
午
後
２
時
～

４
時

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
「
早

春
賦
≒

み
す

ゞ
ら
こ

の
み
ち
」
他

巷
甬

八
百
円

圖
松
戸
女
声
合
唱
団

・
榎
本

登
ｍ

・
1
0
4
6

［
］
リ

ボ

ン

ク

ラ

ブ

無

料

体

験

教

室２
月
2
0日

困
午
後
４

時
か
ら

会
場
青
少
年
会
館
体

育
室
　

内
容

手
具
体

操
　

対
象

年
長

（
新

一
年

生
）
以
上
　

持
ち
物
上
履
き

圃
当
日
会
場
で

圜
堀
澤

贄
3
4
6
・
9
0
1
3

［
］
ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

硬

式

教

室

４
月

～
1
1
1
1
月

の

毎

週

日

・
月

・

金

曜

日

の
希

望

の

曜

日
（
週

一
回

）

午

後

７

時

～

９

時

会

場

金

ケ

作

公

園
庭

球
場

対

象

市
内

在

住

・

在

勤

の

人

器
用

一
万

七

千

円
（
テ

ニ

ス
保

険

料

を

含

む

）

匣

２

月
2
0
日

米
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

狠
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
希

望

曜

日

（
第

三

志

望

ま

で
）
　・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

干
2
7
0
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局
留

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

（

昔
0
9
0
・

６
６

５

０

・
3
6
3
4

）
　へ

□
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

３
月

８
日

出

午
前
1
0
時
～

正

午

会

場

常
盤

平

埜

瓦

斯
競

技
場

対

象

小
学

生
以

上

の

人
　

定

員

先

着

三

十

人
　

鷺

用
咼
校
生

以

上
二

百

十
円

、
中

学

生
以

下

五

十
二

円
（
施

設

使

用

料

）

甼

旦
接

ま

た

は
電

話

で

ス

ポ

ー
ツ

課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

へ

□
健
康
体
操
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

３

月

１

日

・
８

日

・
1
5
日

の
土

曜

日

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
松
戸

運
動

公

園

体

育

館

競

技

場

内

容

健

康
体

操

の

指

導

に

必
要

な
留

意

事

項

と

実

技

実

践

に

よ

る

課

題

（
作

品

）

の
習

得

対

象

指

尋
者

を
目

指

し
て

い
る
人

、

現

在

各

グ
ル

ー

プ
で

指

導

し

て

い

る

人
　

定

員

先
着

七

十

人
　

春
用

無

料
圃

２

月
2
1
日

吻

ま

で

に

、
直

接

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

住

所

・
氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号

・
団

体

名

を
記

入

し

て

、

ス

ポ

ー

ツ
課

隰
3
6
9・
4

2
5
4

へ

固

ス

ポ

ー

ツ
課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

□
パ
ー
ト
看
護
師
・
保
健
師

を
募
集業

菘
丙

容

看

護

師

＝
検

診

・

予

防

接

種

業

務

、

保

健

師

＝
健

診

・

相

談

業

務

お

よ

び

家

庭

訪

問

等

対

象
有

資

格

者

※
市

内

の

医

療

機

関

に

勤

務

し

て

い

る

人

は

ご

遠

慮

ぐ

だ

さ

い

。

圈

保

健

福

祉
課

保

健

係

登
3
6
6・
７

□
常
盤
平
・
矢
切
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
健
康
相
談
員
を
募
集

勤

顋

期
間

４

月

１

日

～

平

成
1
6

年

３
月
3
1
日

の

毎

週

水

曜

日

、

午

前
1
0
時

～
正

午

内

容

第

丁

三

・
五

水

曜
日

は

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

、

第

二

・
四

水

曜

日

は
矢

切

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
で

健

康

相

談
　

対

象

六

十
五

歳
以

下

の

保

健

師

の
資

格

を

有

す

る
人
　

募

集

人

数

一
人
　

支

給

額
一

日

に

付

き

五
千

二

百

六

十

円

（
税

込

み

）

※

市

内

の
医

療

機

関

に

勤

務

し

て

い
る

人

は

ご
遠

慮

ぐ

だ

さ

い
。

圃

２
月
1
4
日

匳
ま

で

に

、
履

歴

書

・
保

健

師

免

許

証

の
写

し

を

直

接

ま

た

は

郵

送

で

、

〒
2
7
1
－
8
5
8

8
　

松

戸

市

役

所

高

齢

者

福

祉

課

（

昔
3
6
6・
7
3
4
6

）
　へ

□
再
生
自
転
車
を
販
売
胃

２

月

８

日

出
～
1
0
日

丱
午

前
1
0

時

～

午

後

３

時

会

場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー・
　
販

売
台

数
四

十

台

（
売

り

切

れ
次

第

終

了

）
　

価

格

五
千

円

～

九

千

円

（
消

費
税

込

み

、

防

犯

登

録

付

き
）
　

交

通

五

香

駅

東
口

か
ら

新

京

成

バ
ス
乗

車

、

「
新

栄

町

入

口

匸

卜
車

圖

他
松

戸
市

シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

登
3
8
4
・
3
1
9
1

［
］
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教　室　名 日　時 会　場 問い合わせ

バ ド ミ ン ト ン 、 フ ァ ミ リ ー

バ ド ミ ン ト ン 教 室

2/16(1 日卜23( 日)

午 前9 時 ～ 正 午

高 木 第 二 小 学 校

体 育 館

体 育 指 導 委 員 ・ 谷 畑

0385 ―04 ∠↑1

ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 、 フ ァ

ミ リ ーバ ド ミ ン ト ン 教 室

2/16(1日)午 前9 時

～ 正 午

常 盤 平 第 一 小 学

校 体 育 館

体 育 指 導 委 員 ・ 宍 戸

S389-8 ∠囗５

フ ァ ミ リ ー ス ポ ー ツ 教 室

(ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル､ フ ァ

ミ リ ーバ ド ミ ン ト ン)

2/23(0) 午 前9 時

～ 正 午

新 松 戸 西 小 学 校

体 育 館 体 育 指 導 委 員 ・加 藤

酋3 ∠に3-9830

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 教 室
2/23(1日)午 前9 灣

～ 正 午

顳 松 戸 圉 小 学 校

校 庭

務
乕

い
ず
れ

も
百
円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会

場
で

元旦号クロスワードパズルの正解は「しょくとけんこう（食と健康）」広 報 まつ ど元 旦号 クロ スワ ード パ ズ ルに

多 数 の ご 応 募 あり が と うご ざ い ま し た。 正

解1,032 通( 応 募 総 数1,090 通) の中 か ら抽 選

で Ａ～ Ｅの 各賞 と記 念 品 をお 送り し ま し た。

※当 選 者 の 発 表 は ，賞 品 の 発 送 を も っ て代

え さ せて い た だ き ま す。

睛 広 報 課登366-7320

ぶらっと
東葛

お
知
ら
せ



生きもの調査員とは、市内の環境を総合的に

評価するため、市内を65 の区域に分け、区域ご

とに調査員を置き、区域内で見られる生きもの

を観察・記録して報告するものです。

ボランティアで調査に協力していただける人

を募集します。

※生きもの調査を通じて環境に関心を持っても

らうため、初めての人でも参加できます。

調査期間4月～平成16 年3月　活動内容野鳥や昆虫類の観察　対象調査

地区内を1年間調査し、報告書を提出できる人　募集定員各地区若干名

圃２月20日㈲までに、直接または電話で環境計画課総務係S366 一ﾜ331

（市役所新館6階）へ

春休み親子平和人形劇

日時…3月８日倒午後2時～3時30 分

会場…市民劇場

登
校
の
男
子
中
学
生
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
サ
ケ
の
卵
が
入
っ
た
水
槽
の

中
に
、
メ
ダ
カ
の
卵
を
入
れ
、
自
分

の
手
で
メ
ダ
カ
の
運
命
を
操
作
し
た

と
思
っ
て
い
た
が
、
意
に
反
し
力
強

ま
た
、

短
歌
部
門

で
も
入

選
を
果

た
し
た

。

『
「
ま
な
み
号
」

と
　

名
付
け
た

笹
の

舟

流
し
　

と
こ
ろ
で

私
は
　

ど
こ

へ

行

こ
う
か
』

好きな小 説は、カミュの「異邦人」とヘッセ

の「車輪の下」

た

が
、
「
実

は

、

前

回
も

応
募

し

よ
う

と

思

っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
、

締

め
切

り

が
過

ぎ
て
し

ま

っ
た

ん
で
す

。
今

回

は
、

絶
対

に
応

募
し

よ
う
と

思

っ
て

い
た
の
で
、

賞
を

い
た
だ
き
、

う

れ
し

い
」

と

話
す
細
井
さ
ん
。

東
葛
飾
高
校
二
年
生
の
細
井
麻
奈

美
さ
ん
は
、
昨
年
の
全
国
高
等
学
校

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
小
説
部
門
で
、
最

優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を

く
生
き
て

い
く

メ
ダ
カ
の
姿
を
見
て
、

自

ら
の
生
き

る
希
望
を
見

い
出
し

て

い
く

と

い
う
作
品

だ
。

今

回
、

初
の
応
募
で
受

賞
と

な
っ

内
な
る
情
熱
を
書
く

こ
の
作
品

は
、
自

分
を
笹
舟

に
だ

ぶ
ら
せ
、
祖
母

の
住

む
家

の
近

く
を

流
れ

る
川

に
、
そ

っ
と
流
す
光

景
を

イ
メ

ー
ジ
し

た
作
品

だ
。

し

か
し

、
普
段
短

歌
は

あ
ま
り
詠

ま
ず
、「
あ
く

ま
で

も
趣
味
」
と
の
こ

幼

い
こ

ろ
か

ら
、
物
語
を

書
く
の

が
好
き

で
、
気

が
付

い
た

ら
、
小
説

を
書

い
て

い
た

と

い
う
。
現

在
、
作

品

は
十
五

作
に
も
及

ぶ
。

「
本

当

は
、
も

っ
と
た
く

さ
ん

あ

る
ん
で
す

け
ど

、
自

分

の
作
品

の
中

に
は
入

れ
た
く
は

な

い
ん
で
す
」
と
、

自
分
に
厳
し

い

二
面
を
の

ぞ
か
せ

る
。

作
品

の

ア
イ

デ
ア
は
、

そ
の
時

の

ひ
ら

め
き

が
多
く

、
今
回
受

賞
し
た

小
説

も
ひ
ら

め
い
た
も

の
を
そ
の
ま

ま
表
現

し
、
コ

ン

ク
ー
ル

の
締
め
切

り
間

際
に
、
三
日

間
で
三

十
枚
を
書

き
上

げ
た
と

い
う

か
ら
、

そ
の
集
中

力
に

は
驚
き
だ

。

現
在

、
執
筆

甲
の
作
品

は
、
数
年

に
わ

た
Ｉ

書
き

続
け
、
二

百
五
十
枚

に

も
及
ぶ
も

の
で
あ
り

、
今
ま
で

の

作
品

の
中
で

一
番
の
自
信

作
で

あ
る

生育状況を見ながら、イモ掘り体験ができます。新

鮮なジャガイモをご家族で、昧わってみませんか？

期間種イモの植付け（2月下旬）から収穫（6月下旬）

まで　地区下矢切　区画1 うね（約15 平方に）

予想収穫量16kg 程度　費用1 区画3,000 円

圃2 月14 日㈲〔必着〕までに、ハガキに区画数・住所・氏名（フリガナ）・

電話番号を記入して、〒271 -8588 松戸市役所農政課内　松戸市都市農業

振興協議会ジャガイモ係(S366-7328) へ

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日生圖日夜
間歯科診療所等)を案内しています〕

……酋366 －0010

平日 午後4B30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所… …≫368-3756

衛生会館内　毎日午後8 ㈲～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

細井 麻奈美

乳幼児のための読み聞かせサポート

「絵本はじめのいーっぽ」

期　日 会　　　　場

① 2/18W チェリ ツシ ュ ・サポ ート ・シ ステム( 野菊 野保育 園内)

② 2/21 廁 Ｃ Ｍ Ｓ子 育 て 支 援 セ ン タ ー （六 高 台 保 育 園 内 ）

③ 2/28R 常盤平児童福祉館

凪 2/28ID 袒木内こども顋（艢香閲内）

時間①②③午前10時30 分～11 時10 分④午後2時～2

時40 分 内容おはなしボランティアによる絵本の読み

聞かせ　対象乳幼児（O～3歳くらい）とその保護者

定員各当日先着20組　費用無料

※咎会場とも駐車場はありません。

固市立図書館登365- 引 巧、拊松戸市おはなし牛ヤラ

バン登34∠1-303ﾜ

3月８日出午前10 時～正午 会場市民会館　内容お父

さんと一緒にプレゼントのクッキー・チョコレートづ

くリ　 講師子育てサークル代表・佐藤　　

雪江氏　対象小学生とその保護者　定

員先着14 組 持ち物エプロン・ふきん　

2枚 費用親子で1,500 円　　　　　

Ⅲ電話で公民館£8368-1214 へ　　　　

と

い
う

。

「
将

来
は
作
家

に
な

る
こ

と
し
か

考
え

て

い
な

い
」

と
力
強
く

話
す

細

井

さ
ん
。

今

後
は
、

高
校
生
だ
け

で
な
く
社

会
人

も
応
募
す

る
よ
う

な
コ
ン

ク
ー

ル

に
挑

戦
し

て

み

た

い
と

の
こ

と

。

「
ま

な

み

号
」

は
、
大

き

な

目
標

に

向

か

い
、
し

っ
か
り
と
航

路
を
決

め

て

い
る
よ
う
だ

。

薪

松

戸
在
住

）

森のホール21チケットガイド
森のホール21 チケットセンター登384 ―3331

(午前10 時～午後フ時　月曜休館)

URL http:// ｗｗｗ.morinohall2 1 .com

期 日 内　　容 開演時間 料　金

2/11 蝎

bond ジ ャ パ ン ツ ア ー2003 「SHINE 」

セ ク シ ー ＆ キ ュ ー ト … う わ さ の ヴ ィ ジ

ュ ア ル 系 ス ト リ ン グ ・ク アル テ ッ ト

午 後5 時
S 席ﾜ,500 円

A 席5,500 円

2/22ty

森 の ホ ール21 能 楽 鑑 賞 会

演 目 能｢ 高 砂 訌 た か さ ご) 、狂 言 匚佐 渡

狐 上 さ と き つ ね) 岫 阡 熊 野 訌 ゆ や)

出 演 観 世 流 能 楽 師 ・ 梅 若 万 三 郎､ 八 田 達

弥 、和 泉 流 狂 言 師 ・ 野 村 万 作 ほ か

午 後2 時

★

全 席 指 定

4,000 円

3/8 山

サ ン リ オ フ ァ ミ リ ー ミ ュ ージ カ ル

シ リ ウ ス の 伝 説　 半 テ ィ と ダ ニ エ ル の 大

冒 険 、ハ ロ ー キ テ ィ の ド リ ー ム エ ン ジ ェ

ル

午前11 時

午 後2 時

大人2,500 円

子ども1,000

円 （3 熾 以 上

～ 小 学 生 ）

3/11W

歌 舞 伎 フ ォ ー ラ ム 公 演 ～ 小 芝 居 復 活 ～

歌 舞 伎 に 親し む｢ 歌 舞 伎 の 美｣ 、歌 舞 伎

｢ 弥 作 の 膸 腹｣ 、歌 舞 伎｢ 日 高 川｣

出 湟 蚩 橘 二 郎　 山 村 扇 乃 永 匳 か

午 後1 時

1階席4,000 円

2階席3,000 円

3階席2,000 円

会場いずれも森のホール21 大ホール

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。

※★印には託児サービス（有料･ 予約制）力゙あります。詳細はお

問い合わせください。

人
ひと

ジャガイモ農園オーナー募集

全国高等学校文芸コンクールの

小説部門で最優秀賞を受賞

世界平和都市宣言事業

平成15年度「生きもの調査員を募

集

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

見
事
受
賞
し
た
。

受

賞

作
品

の

タ

イ

ト

ル

は

、

「
そ

れ

で

も

メ

ダ
カ
は

生
き

て

い
る
」
。

「
百

パ

ー
セ

ン

ト
の

完
全

な

無

感
覚

」

に
自

分
自

身

が
支

配

さ

れ
て

い
る
と

思

い
こ

み

、
自

殺

を
考

え

る
不

募集調査区域（各所在地付近）

地区

NO
調査周辺区域（所在地）

地区

NO
調査周辺区域（所在地）

２ 横須賀中央公園、県立小金高校 42 六実郵便局、六割駅

５ 新松戸北小学校に ぶし公園、あじさい公園 44 松ヶ 丘小 学校 、中央 消防署 、胡録神 社

６ 新松戸北中学校、新松戸中央公園 4ﾜ 八柱霊園、熊野神社

ワ こどもの森、東漸寺、山王公園 48 松飛台工業団地西、八柱霊園東

13 幸谷小 学校 、島 谷台 公園 、二三ヶ 丘公園 50 南部小学校、宝蔵院、水神沼公園

19 八ヶ畸小学校、21世紀の森と広場 52 美野里公園、和名ヶ谷中学校 、大橋小学校

24 上本郷小学校、北松戸駅 本郷児童公園 56 北総開発鉄道沿線、県水道局松戸排水場

29 五香駅、善光寺、北丘公園 5ﾜ 北総開発鉄道沿線、東京病院松飛台

34 兩花島公園、下荻公園，緑ヶ丘第2公園 58 県立矢切高校、東電矢切変電所

36 八杠駅、八柱幼稚園、日暮公園 59 矢切小学校、矢切支所、寺沢公園

3ﾜ 牧野原小 学校 、かぶと 公園 、常盤平 公園 引 県立艀 ｺ秧゙謫 校崕 徳大学付刪 叫] 價 鞋 校

38 常盤平中学校、牧野原中学校 6∠| 矢切駅、県水道局栗山浄水場

内容…アニメーション「はろるど まほうの くに

へ」、人形劇［フレデリックと金のりんご］ほか

定員…当日先着260 人（事前の申し込みは不要）

費用…無料

※会場で、平和図書の蠅し出しを行います。

図書カードをお持ちください。

圖総務企画本部総務課S366 -ﾜ305

公民館成人講座「ホワイトデーにママへ

のプレゼントをつくろう」

さん


